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第54次調査全景 （東から）





は じ め に

『創業と守成（維持）とのいずれが難しいか』 これは、唐の太宗が左右の名臣にたず

ねた有名な問答の一節であり、世に「貞観の治」とたたえられ、その平和と繁栄を築いた

秘密を今日に伝える「貞観政要」に収められているものです。

昭和45年宅地開発の事前調査として古里地区で開始された斎宮跡の発掘調査は、本年度

で、早15年となり、地元住民の方々の理解と協力のもとに、その調査総面積も約96,500m' 

に達しました。また、昭和54年史跡指定後はじま った史跡地の公有化も、本年度の先行取

得分を含めて14haに及ぶに至りました。

確かに、これを 140haという広大な史跡の保存と活用の全体からみれば、その進捗率は、

発掘調査で7%、土地公有化で10%にすぎないのですか、しかし斎宮跡は、無人の原野で

はな〈、現に 2,000人以上もの人々の日常生活の場であり、生産活動の場であります。従

って、史跡の保存と住民生活との調和をはかりながら、この掛け替えのない重要な史跡を

いかに現代に活用するのかか、今後の最大の課題となっております。

このため、県といたしましては、既に昭和57年度には、古伝承地 「斎王の森」周辺にモ

デル的に一部史跡整備を実施するとともに、引き続き昨年度と本年度の 2ヶ年にわたって、

“史跡保存と町づ〈り＂をテーマにした斎宮跡環境整備基本構想（試案）の策定事業を鋭

意進めてきたところであります。

幸い試案策定をお願いした「地域環境計画研究会」は、都市工学研究グループで斬新な

アイディアのもとに、ユニークな新しい史跡整備の在り方を検討いただくことかできました。

ここにご報告申しあげます昭和59年度の発掘調査は、こうした斎宮跡の保存と活用の科

学的基礎となるためのものであり、特に64年 3月に土地公有化の線引きを明確化し なけれ

ばならない第 2種保存地区に主眼をおいて実施したものであります。

調査にあたり、種々の有益なご指導を賜った斎宮跡調査指専委員の諸先生をはじめ、文

化庁、明和町の関係機関、さらに調査に保存にと惜しみなくご協力をいただいた地元関係

各位に心から感謝の意を表する次第であります。

最後に、 『今は守成の時期にさしかかっている。だから 、君達と一緒に心をひき しめて

よく考え、守成の困難に処していこう 』と結んだ太宗の心を旨として、今後一層のご指導

とご協力を念願して発刊のご挨拶といたします。

昭和 60年 3月

三重県斎宮跡調査事務所

所長佐々木 宣 明
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（付篇） 斎宮跡の土師器

例 言

1 . 本書は、三重県斎宮跡調査事務所が、国庫補助金を受けて昭和59年度に実施した史跡斎宮

跡の発掘調査の概要と事務所要覧である。

2. 第VI章は、明和町斎宮跡保存対策室か国庫補助金を受け調査主体とな って行な った現状変

更緊急調査と、原因者負担による現状変更緊急調査である。発掘調査は斎宮跡調査事務所及

び明和町教育委員会か担当した。報告書については、別に明和町が発行している。

3. 逍構実測図作成にあた っては、国土調査法による第 6座標系を基準としている。方位の標

示は座標北を用いた。

4. 逍構標示記号は次の通りである。

SB; 建物 SK; 土拡 SD; 溝 SE; 井戸 SA; 柵 SF; 道路

5. 斎宮跡の調査全般については、元京都大学教授福山敏男氏、三重大学名嘗教授服部貞蔵氏、

椙山女学園大学教授久徳裔文氏、奈良国立文化財研究所所長坪井清足氏、京都府立大学教授

門脇禎二氏、名古屋大学教授楢崎彰ー氏、名古屋大学教授早川庄八氏、皇学館大学助教授渡

辺寛氏の指導を得た。

6. 本概報の執筆 ・編集は、三重県斎宮跡調査事務所の、佐々木宣明、 山沢義貨、谷本鋭次、

福村直人、倉田直純かあたり、刀根やよい、坂真弓美、豊田敏子、皇学館大学生若林真登、

松田早苗がこれに協力した。

7. 逍構の時期区分については、昭和60年 3月作成の付篇 「斎宮跡の土師器」による。



I 調査の経過

昭和59年度の調査は、面的な計画調査を 4ヶ所で実施した。このうちの 2ヵ所は、昨年度の

見直しで昭和64年 3月31日までに保存の方向付けを明示することになった中町北部の第 2種保

存地区であり、当面調査の重点は、当地区に置かれることとなった。一方、明和町が主体の現

状変更緊急調査も例年通り、調査事務所が担当して実施した。調査面積は計画調査6,700m'、緊

急調査2,884m八合計9,584m'におよび、今年度の調査を合わせると調査総面積は約96,000m'で史

跡の 7%に達した。

第54次調査は中町北部の西前沖地区で、 5月から 7月にかけて1,630m'にわたり実施した。平

安時代前期の掘立柱建物のほか、平安時代後期から鎌倉時代後期にかけての掘立柱建物、土拡、

井戸お‘よびこれらを取り囲む溝を多数検出した。特に総柱建物が多〈見つかり、古代から中世

にかけての建物の変遷や集落構造を考えるうえで貴重な成果が得られた。また11,571枚におよ

ぶ差銭状備蓄銭の出土は、世間の注目を集めた。

7月か ら9月にかけて実施した第55次調査は、将来の史跡整備に備え、その基礎資料を得る

ため、第19次調査と第20次調査の間を調査した。これにより、御館 ・柳原地区における調査は

第28次調査も含め、約6,000m'か面的に確保されたことになる。検出された遺構の多くは、

前次の調査で確認されており、新たに検出したものは少ない。また第20次調査の西側は土取り

のため、遺構はほとんど残っていないことが確認された。

第56次調査は、宮域中西部の状況を解明するため、東裏地区で9月から 11月にかけ 1,870m'

にわたり実施した。奈良時代の竪穴住居、掘立柱建物、土士広と平安時代後期～末期の掘立柱建

物、土琺等を検出した。遺構はこの 2時期に限られ、宮域中西部に共通する状況であることを

確認した。しかし掘立柱建物の柱通りの方向は、東裏地区北部の古道沿いで実施した第50次調

査では、奈良時代の溝SD170や鎌倉時代の古道の方向に揃うものが多かったが、今回の調査

では、むしろ宮域中央部や東部で検出される建物の方向に近い。

第57次調査は中町北部の東加座地区で、区画溝SD 1935の北側延長部分の確認と掘立柱建物

の関連を追求するため、 12月から翌年 2月にかけて実施した。溝の集中する箇所及びその近辺

を調査対象としたため、掘立柱建物の検出は20棟あまりである。建物の時期は、奈良時代末期

～平安時代前期のものが大半を占め、 3間X2間の小規模な建物が多く 、中心的な官街建物に

対する付属的な官術建物と考えられる。建物の柱通りの方向は、区画溝の方向に一致するもの

か多く、建物配置が溝と密接な関連をもっていることか当地区でも確認された。また出土追物
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に円面硯や「殿司」と墨書された土器があり、当調査区が斎宮寮13司の 1つである殿部司の有

力な推定地と考えられる。

現状変更に伴う緊急調査は、宮域各所で15件、約2,900m刊こわたり実施した。特に第53-2次

調査では、ほぼ方位にのる奈良時代の南面廂付東西棟建物が検出されており、すぐ近くで実施

した第43-1次調査で出土の「美楼」施印須恵器とともに奈良時代斎宮の所在を考えるうえで

賞重な査料が得られた。また、牛葉集落南西部の畑地一帯にも奈良時代の遺構が広く分布して

いることが確認された。

一方、 昨年度からの継続事業である斎宮跡基本整備構想が、三重大学工学部建築学科北原理

雄助教授を中心とする地域環境研究会により策定され、その具体化が待たれることとなった。

また保存啓発事業の一環として本年度も「体験発掘」を計画し、第55次発掘現場で7月30・31

日の両日にわたり、地元斎宮小学校高学年の児蹴、父兄を対象に実施し、約30名の参加があ っ

f> ~ o 

昭和59年度発掘調査地区一覧表

調査次数 調査地区
調査面積

調査期間 地藉 ・地番 所有者 備 考
(m') 

53-1 6ACM-P 1,250 59. 3 27- 明和町竹川字束衷284 明和町 体育館新設

59. 5 . 9 第4種保存地区

53-2 6ACA -M 112 59. 5 .17- 明和町斎宮字古里3280 中西敬 個人住宅新築

59. 5 .29 -2 第3種保存地区

53-3 6ABE 180 59. 8 .13- 明和町竹川字古里 573 永納一義 個人住宅新築

59. 8. 23 -2 第3種保存地区

53-4 6ACL -S 70 59. 8 .22- 明和町竹川字束裂 271 田所緊 収納小屋新築

59. 8. 30 -1 第 3種保存地区

53-5 6ACR 27 59. 8. 24- 明和町斎宮字木葉山 田中昭三 介庫新築

59. 8. 29 97-5 第4種保存地区

53-6 6AGO 59. 9. 3 - 明和町斎宮字鍛冶山 明和町 町道側溝新設

59. 9. 4 第4種保存地区

53-7 6ADD -U 64 59. 9. 6 - 明和町斎宮字篠林3147 野呂照 究材沼場造成

59. 9. 19 -3 第3種保存地区

53-8 6AGE -0 58 59. 9.21- 明和町斎宮字束前沖 上田義勝 個人住宅新築

59. 9. 29 2470-2 第3種保存地区

53-9 6ACS -0 305 59.11.22- 明和町斎宮字木葉山 浅尾箕吾 牒業用倉庫新築

59. 11. 30 95-2 第3種保存地区
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調究次数 調査地区
調査而梢

調査期間 地 籍 ・地帯 所有者 備 考
(m') 

53-10 6ACA-R 33 59 .11. 22- 明和町斎宮字古里3267 西川 春雄 農業用倉暉新築

60 .11.28 -1 第 3種保存地区

53-11 6ADR -W 363 59.12.19- 明和町斎宮字木築山 西村 帝 個人住宅新築

60. 1 . 8 131-7 第 3種保存地区

53-12 6ABL -K 70 60. 1 .26- 明和町竹川字中垣内 沢 恒一 既設納屋の曳家

60. 1 .28 464-2 第 3種保存地区

53-13 6ADQ -L 103 60. 2. 4 - 明和町斎宮字牛薬3022 辻 _→<,, v J ノ・ 個人住宅新築

60. 2 12 第 3種保存地区

53-14 6ACM -0 45 60. 2 .22- 明和町竹川字束裏287 明和 町 体育庫移築

60. 3 . 5 -3 第 4種保存地区

53-15 6AFK -C- 204 60. 2 .27- 明和町斎宮字西加座 鈴木 常夫 盛土

D 60. 3 .20 2721-1 第 2種保存地区

54 6AFE -N 1,630 59. 5 . 7 - 明和町斎宮字西前沖 林瓜子他 計画的而調査第

59. 7 .31 2630 他 2・3種保存地区

55 6AEN -P 1,500 59. 7 .21- 明和町斎宮字柳原・御 森下秋三他 計画的面調査

59.10.3 館2785-1 他 第 1種保存地区

56 6ACH -S 1,870 59. 9 .17- 明和町竹川字東衷289 澄野泰久他 計画的面調査

59. 11.22 -1 他 第 3種保存地区

57 6AGF -H・ 1,700 59 .12 .17- 明和町斎宮字束加座 佐々木茂他 計画的面調査

I 60. 2 .27 2441 他 第 2種保存地区
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II 第 54次調査

6AFE-N (西前沖地区）

今回の調査地は、西前沖地区の南端部に位置し、調査区の南側を流れる現代溝が、西前沖地

区と西加座地区と の字界をなしている。

これまで付近で行っている発掘調査には、当調査区より 60mほど北に隔った所で実施した

第37-4次調査（昭和56年）や、同じ〈 50mほど西での第51次調査（昭和59年）などの面調査

がある。また トレ ンチ調査には、調査区南側部分を東西に走る第35次調査（昭和55年）、およ

び調査区南端部分より約 5m南へ隔てて南北に走る第41次調査（昭和56年）がある。これらの

調査結果などよ り、当地区一帯には、 120m前後の間隔をおいて、碁盤目状に区画溝が走るこ

とが、次第に明らかになってきている。

第51次調査では、東西に走る区画溝SD291を検出し、この区画溝および溝の南方部分の状況

を明らかにすることができた。今回の調査は、第51次調査で検出された区画溝SD291の北方

部分の状況把握等を主な目的として、約1,630m'にわたって実施することになった。遺構の検出

される地山面までは30cm-40cm前後であり、全地区にわたってあまり高低の差は認められなか

った。

調査の結果、第35次のトレンチ調査で確認された分を含めて、掘立柱建物44、井戸 5、柵列

1をはじめ、多数の溝、土拡などを検出した。これらの大半か平安時代前期から鎌倉時代にか

けてのものであ り、それ以前のものは、遺構、遺物ともに皆無に近い状態であった。

(I)平安時代前期の遺構

掘立柱建物12、土拡14、溝1がある。

掘立柱建物は、調査区の北西部と北東部に集中する。北東部に位置する SB 3440・S B 3448・ 

S B 3455は、いずれも南北棟建物で、柱掘形は径60cm-70cmの方形を呈する。東端のSB3506 

は調査区外へ延び、規模は不明だか東西棟建物である。北西部に位罹する 8棟は、 3間X2間の

南北棟建物である SB3426を除き、他はすべて東西棟建物である。各掘立柱建物の柱通りの方

向は、北に対し西へ3°-4°偏る建物が多いが、柱通りを揃える建物は少ない。

掘立柱建物の建てられた順序については、切り合い関係により、 SB3402→ SB 3409→ SB 

3407が確認された。また、出土遺物より大別すると、 SB 3402・S B 3404・S B 3506・S B 34 

23が最も古く、次に SB 3403・S B 3409が、最後に SB 3407・S B 3426の順となる。SB3404 

とSB3423は、建物自体が重複していることから考えて、この時期には少なくとも 4回の建物

の建て替えがあ ったことが考えられる。
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溝は発掘区の東部で、南北に走る SD3507が検出された。北端部で、幅約 1m、深さ70cmの

逆台形を呈し、南へ行〈はど狭く浅くなる。埋土は黒褐色を呈し、土師器杯 ・猥、灰釉陶器椀

などが出土しているが、その量は極めて少ない。

土砿には、発掘区中央部やや南よりのSK3520・S K3522、北東部のSK3446・S K3451、

北西部の掘立柱建物近辺に SK3410・S K3411・S K3413・S K3416・S K3417・S K3433・ 

S K3435・S K3458・S K3461・S K3465がある。このうち、 SK3411・S K3413・S K3416・ 

S K3433は掘立柱建物に先行するものである。SK3458はl.6mXl.3m、深さ約20cmの楕円形

を呈する小規模なものだか、完形品約20点を含む土師器杯が重なり合って出土しており、意識

的に捨てたことを鋭わせるものである。SK3411やSK3520などは比較的規模の大きなもので

あるが、いずれも遺物の出土量は少なかった。

(II)平安時代中期の遺構

この時期の逍構は少なく、掘立柱建物 1、土砿 3のみを検出した。

発掘区の北東部に位置する掘立柱建物SB3494は、 4間X2間の南北棟の建物で、柱掘形は

径30cm-40cmと小さい。

土坑SK3449・S K3537は、共に発掘区東部で検出された小規模なものである。発掘区中央

部やや北寄りで検出された土砿SK3424は、径 1.6mのはほ円形を呈し、深さも60cm前後とや

や大きい。 出土逍物には灰釉陶器椀、土師器小皿・杯・飩、須恵器甕等があるか、全体に量は

少ない。

(Ill)平安時代後期の遺構

掘立柱建物9、土拡16、溝4を検出した。

この時期の掘立柱建物は、そのほとんどが平安時代前期の建物が建っていた場所を避けて建

てられており 、柱通り の方向により 4つのグループに分けられる。このうちほぼ方位にのる建

物が半数を占め、調査区中央部のS83470・S 83475・S 83484・S 83523、調査区南西部の

S 81886がある。他は、北で西に3°-4°偏る建物 (S83471・S 83505 ) 、 北で西に 3•偏る建

物 (S8 3500)、北で東に偏る建物 (S83453)か各 1、2棟あるのみである。建物の規模は、

3間X2間のものが多〈、床束柱をもつ建物 (S81886・S 83475・S 83500・S 83523)も

ある。この時期の建物で、床束柱をもつ例は斎宮では珍しく、こうした建物か、平安時代末期

に出現してくる大形で方形プランを呈する、所謂総柱建物と呼ばれる建物につながっていくも

のであろうか。後期の中でも比較的古い時期に位置付けられる S8 3484は、北面、 東面に廂を

もつ 2面廂付の南北棟建物で、北面廂柱間2.4m、東面廂柱間2.2m。柱掘形は全体に浅い。

土砿は、大半が中央部より北半分に集中しており 、SK 3405・S K 3421・S K 3438・S K 34 

39・S K3443・S K3445・S K3463・S K3473・S K3477・S K3479・S K3485・S K3487・ 
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S K3488・S K3489・S K3508・S K3528が検出された。ほぼ方形を呈する SK3445・S K3473 

の他は、すべて不整円形あるいは不整形を呈するもので、深さ20cm前後の浅いものが多い。出

土追物には 、 土師器杯• 皿・ 椀類があるか、いずれも微覇である。

溝は、調査区西端でSD3415、中央部でSD3486の南北溝が検出され、また、南東隅では東

西溝SD3540が検出された。いずれも浅いものばかりである。SD3486は、幅40cm-50cm、深

さ20cmの逆台形を呈し、南へ行くはど浅くなり、途中で切れる。埋土中より、主に土師器杯が

出土しているが、量はわずかである。他に、小さな溝SD 3517がある。

(N)平安時代末期の遺構

第35次調査で検出したものも含めて、掘立柱建物17、柵列 1、土拡23、溝10、井戸 2がある。

掘立柱建物は、発掘区中央部やや東寄 りを南北に走る溝の東側部分で8棟、西側部分で9棟

検出した。南北溝の東側には、 3間X3間の総柱建物と考えられる SB 3441・S B 3541のほか、

3間X2間の東西棟建物SB34%、3間X2間の南北棟建物SB 3442・S B 3496・S B 3502・ 

S B 3504・S B 3545がある。このうち SB 3442・S B 3496・S B 3504・S B 3545は床束柱をも

つ。柱通りの方向は北に対し6'前後西へ偏る建物が多く、柵列SA3437や南北溝SD 1902など

の方向とはぽ一致する。東側中央部ではかなりの重複が認められ、短期間のうちに何度も建て

替えが行われたものと思われる。このうち SB3496→ SB 3504→ SB 3502の順を確認している。

南北溝の西側には、主要な建物とみられる 5間X4間の総柱建物SB 1885をはじめ、 3間X

3間の総柱建物SB 1890、東西棟建物SB 3420・ S B 3432・S B 3468、南北棟建物SB3429・ 

S B3469・S B3483・S B3518がある。このうち SB3420には北側に柱間 1.2mの廂が付き、

SB 3429は床束柱をもつ建物と考えられる。また SB 3483・ S B 3518は南北溝にほぽ並行して

建つ。SB 1885は南東隅に 2間X2間の方形土址 SK3511か伴う 。土砿の深さは30cm-40cmで、

中央部には径60cm、高さ 15cmの地山の高まりが認められる。おそらくこの場所にも柱が建てら

れたと考えられ、建物を建てたあとに土琺が掘られたものと解釈できる。土砿からは、土師器

皿 ・猥、 山茶椀、ふいご羽口などか出土している。またこの建物の柱掘形のいくつかには、径

15cm前後の雁平な川原石を柱を支えるための根石として使用していることが認められた。

土坑は、 23ヶ所 (SK1879・S K1888・S K1893・S K3412・S K3419・S K3422・S K34 

25・S K3430・S K3444・S K3454・S K3460・S K3462・S K3472・S K3492・S K3493・ 

S K3497・S K3498・S K3499・S K3511・S K3516・ S K3533・ S K3534・S K3536)で確

認した。発掘区全域に散在し、形状 ・規模とも様々である。SK3511に次いで比較的大規模な

土拡SK3472は、 4 m X 3 m 、深さ約20cmの不整円形を呈するものであり、土師器皿• 小illl.

猥、須恵器杯、山茶椀、山』11などが出土してしヽる が、いずれも少低である。その他の十．拡は、小

規模なものが多く、特別な性格を窺わせるようなも のは認められなかった。
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溝は、南北溝SD 1883 . S D 1898・S D 1900・S D 1902・S D 3434・S D 3481・S D 3490、

東西溝SD1878・S D1910、調査区南東部を斜めに走る SD3548かある。このうち、 SD1878・ 

S D 1883・S D 1898・S D 3481およびSD 3548は、幅か40cm-50cm前後、深さ10cm-20crn前後

と小規模なものである。南北に走る SD 1900・S D 1902・S D 3434・S D 3490のうち、切り合

い関係により 、SD3434→ S D 1902→ S D 3490の順が確認されたが、 SD 1900についてはわか

らなかった。中でも、 SD 1902は、北端部で溝幅約1.2m、深さ50cm、南端部で幅l.2 m、深さ

80cmを測り、逆台形を呈する主要な溝の一つと考えられる。埋土中からは、 山茶椀、山fillを中心

に、土師器l!Jl・小皿・ 猥、須恵器猥 ．鉢などの逍物が整理箱に12箱分と、 北辺部を中心に 多量

に出土している。東西溝SD 1910は、はとんどの部分を鎌倉時代に入ってから新たに掘り直さ

れて しまい、その規模等については明 らかではないが、これら主要南北溝に続くものと思われ

る。

柵列SA3437は、南北溝に沿って11間分確認できた。溝と柵列との前後関係は不明であるか、

溝と 同一方向を示しており、 4本の南北溝のいずれかと同時期に存在したものと考えられる。

井戸 2基 (SE 1880・S E 1904)は共に第35次調査で検出しているか、 トレンチが狭く、 完

掘できなかっ たものである。SE 1880は、検出面で5mX6mの楕円形を呈する大形の掘 り形

を、 SE 1904は、 2mX 3.5mの不整形な掘り形をもつものである。いずれも完掘はできなか

ったが、 SE 1904の埋土中からは、整理箱にして約30箱分という多量の土器が出土している。

土師器皿• 小llJlの完形品が大半を占め、炭や焼土も若干認められた。一括して捨てられたもの

であろう 。

(V)鎌倉時代前期の遺構

掘立柱建物5、土砿21、溝13、井戸1を検出した。発掘区西部の掘立柱建物SB3464は、 3

間X3間の総柱建物で、大半の柱掘形には径15cm前後の根石を伴う。その東側のSB3474は、

2間X2間の身舎に東側に 1間の廂が付〈 。廂柱間はl.6 mで、 SB3464と同 じく大半の柱掘形

に根石を伴う。 これら近接する 2棟の掘 立柱建物は、柱通りの方向をはぼ同じくし、南

側柱通りを揃える建物である 。ここでは一応別個の建物と考え たか、一連のものとも思われる。

調査区東部のSB 3501・S B 3457は、 同ー場所ではとんど重複しており、両者は建て替え関係

にあると見られる。柱掘形の出土土器から、 3間X3間の総柱建物で柱掘形内に根石のない S

B 3501が古く、 4間X3間の総柱建物で、大半の柱掘形内に根石をもつSB3457が新しい。S

B 3457の南東隅にちょうどおさまる一辺 3mX3mの方形土拡SK3503は、長軸方向が柱通り

の方向と一致しており、建物に伴う施設と考えられる。土砿からの出土遺物には、山茶椀、土

師器鍋 • 甕• 皿などがあるか、いずれも細片で、 量も少ない。南東部にある南北棟建物SB35 

46は、 3間X2間の総柱建物である。
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土坑は調査区中央部および北東部で主に検出された。比較的大きなものに、 SK3452・SK 

3476・S K3503・S K3524などの方形を呈するもの、SK3427・S K3447・S K3456・S K34 

66・S K3519のように円形または楕円形を呈するもの等がある。他に、SK3467・S K3431・ 

S K3450・S K3482・S K3491・S K3510・S K3515・S K3512・S K3525・S K3530・SK 

3531・S K 3532などがあるが、全体に小形で浅い。 北束隅にある SK3447は、径約 2m、深さ

約 40cm と 、小形ながら土師器皿• 小皿の完形品を中心に、整理箱で10箱分と多量の土器が出土

した。一括して捨てられたものであろう 。SK3476からも 山茶椀、山皿を中心にかなりのまと

まった土器が出土しているが、他の土拡からはわずかである。中央部に位置する SK3524の北

東隅には焼土が残る。ま た、調査区中央部やや西寄りのピット状土砿SK3515からは、多罷の

古銭か一括して出土した。古銭が埋めてあった穴は、現在の地表から60cm下、 遺構面からは深

さ約30cmで、長径70cm、短径45cmである。97枚前後を 1単位としたいわゆる差銭の状態で約119

連確認され、総数11,571枚を数えた。各単位には、細い縄が通してあり、観察結果からすれば

さらに 3連ごとにひもの結び目をつくり 、連結されていたことが窺われる。底部の差銭には、

布目圧痕が付殖しており、おそらく袋状のものに納められていたものと考えられる。埋蔵され

た時期については、鎌倉時代の土器片が同じ土城から出土していることや、判明した古銭のう

ち、景定元宝 (1260年初鋳）が時代的に最も新しいことから、鎌倉時代中期以後と推定される。

現在判読されたものは、五誅銭、開元通宝、元祐通宝、政和通宝、嘉定通宝など49種類である

が、今後精細な検討によ りさらに増えるものと思われる。斎宮での発掘調査で今回のような古

銭の大量出土は初めてであるが、現在のところ、斎王制度との関連は明らかではない。

溝は、第35次調査で検出された分を含めて13条検出された。発掘区西部のSD3406・S D35 

09・SD 1884、発掘区東部のSD1903の南北溝のほかは全て東西溝である。 SD1903は、平安

時代末期に埋没するいくつかの南北溝のすぐ東側につくられており、南部で直角に曲がり東に

向かうが、浅くなり途切れてしまう 。SD 3406・S D 3509・S D 1884は、いずれも途中で切れ

たりする小規模なものである。調査区南端部には、幅約 4mの間に東西溝がいくつか掘られて

いる。幅約0.5m-l.5m前後、深さは0.5m-l.5mとその規模はさまざまであるが、何度か掘

り返されながら、 一つの区画溝としての機能を果していたものであろう。溝の前後関係につい

ては、セクションによる埋土の切 り合い関係によ って、SD 3514→ S D 1911およぴSD3544→ 

S D3543→ SD 1911の順序か確認された。このうち溝SD 3514は、幅約 1m、深さ約 1.2mで

逆台形を呈する。この時期の中では規模の大きいも のであ るが、発掘区中央部で途切れてしま

う。これに重複あるいはわずか南を並走する形でSD3544が掘られているが、その前後関係は

わからない。この時期で最も新しい SD 1911はこれらの溝のすぐ北側を東西に買 〈ものである。

最大幅 1.4mで、地山而からの深さは40cmである。この他に、SD3526・ S D3527・SD1896・ 
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S D3513・S D3512などの東西溝かあるが、いずれも小規模なものである。

井戸SE3436は、調査区中央部やや北寄りで検出された。径 2.2mの円形を呈し、 上部はす

り鉢状に掘られているが、上面よ り50cmの所からは、径 1.4mの円形で真すぐ下方に掘られる

素掘りの井戸である。 出土遺物は、須恵器、土師器の細片など微量であった。

(VI)鎌倉時代後期の遺構

第35次調査で検出されたものを含めて、土絋 8、井戸 2、中世墓 1、溝 1を検出した。

8つの土坑のうち、調査区中央部で検出した SK3478は、大小いくつかの土坑群からな り、

3mX6mの不整楕円形を呈する大形の土砿であるが、土器の出土量はわずかであった。北西

部に位置する SK3408と、それに近接する SK 3414は、共に一辺約80cm、深さ約30cmの方形を

呈する小土砿である。SK3414からは、通称ペラと呼ばれる土師器llILが、完形品に して約 100

点ほど一括して出土した。SK3408からも、土師器皿が10点ほどほぼ完形のまま 出土している。

この他の土砿SK 1897・S K 1899・S K 1905・S K 3480・S K 3549からは、いずれも遺物の出

土量は少ない。

調査区中央部南寄 りにある南北溝SD 1892は、途中で切れてしまう 小規模なものである。

調査区東端の井戸SE3539は、径 1.2mの円形素掘り井戸である。調査区の西端にある井戸

SE 3459は、上部が径4mX3mで、すり鉢状に掘られているが、上面より 20cm前後からは、

3 m X 3 mで真すぐ下方に掘られたほぽ円形を呈する素掘りの井戸である。 地表面より約 4m

掘り下げたか、完掘できなかった。

調査区中央部北寄りにある土琺墓SX 3428は、東西2.2mX南北l.2mの長方形を呈し、深さ

70cm を測る。土師器皿・ 甕 • 鍋などの細片とももに、棺に使用したと思われる鉄釘がわずかに

出土している。

(VII)遺物

出土遺物は遺構に対応して、平安時代前期と、平安時代末期～鎌倉時代のものが大半を 占め

ている。整理箱にして約 200箱と、その量も多い。 比較的良好な土器の一括資料が得られたも

のに、平安時代前期に位置づけられる SK3458、同じく末期に位置づけられる SK1904・SD 

1902かあり、鎌倉時代には SK3414・ S K3447がある。

平安時代前期のSK3458からは、 黒笹90号窯期の灰釉陶器椀2点と共に、土師器杯 ・甕など

が出土している。大半か土師器杯で、完形品にして約20点にのぽる。口径13cm前後、器高 3cm 

前後で、赤褐色または黄褐色を呈し、口縁部がゆる〈外反し、比較的薄手である。口縁部は ヨ

コナデ、底部は指による押さえで、表面は凹凸がある。

平安時代末期に位置づけられる良好な一括査料としては、井戸SE 1904、溝SD 1902出土の

ものがある。 SE 1904出土のおもな器種には、土師器皿 • 小皿• 高杯 ・鉢 • 台付小皿・ 糊 • 鍋
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・ロ クロ製皿 • 同小皿、山茶椀、山皿、 須恵器鉢、砥石、石臼、暗緑色の碁石などがある。大

半が口径9cm前後、器高 1cm- 1. 5cmの土師器小皿で、口縁部はヨ コナデ、底部は指による押

さえで、表面には凹凸がある。完形品も多く含まれる。溝SD 1902からは、山茶椀を中心に山

皿、土師器小皿• 皿 • 台付椀• 甕 • 高杯 、 須恵器鉢 • 甕、 青磁椀などが出土している。山茶椀

は、瀬戸窯山茶椀編年における Illの5の段階に相当するものであり 、12世紀末頃を考えている C

鎌倉時代前期の土砿SK3447からは、土師器皿 • 小皿• 鍋 • 高杯、山茶椀などか出土してい

る。中でも土師器皿と小皿が大半を占める。土師器皿は、口径約15cm前後、器高 3cm程で、 比

較的底部に比ベ口縁部が厚手で、口縁部はわずかに内弯する。淡茶褐色を呈し、口縁端部をわ

ずかにヨコナテする。底部は指による押さえで、凹凸がある。土師器小皿は、7cm-8 cm、器高

1.5cm前後で、すべててずくねのものである。

山茶椀は、厚い底部、腰の張った体部、わずかに外反する口縁部から成り、底部には扁平で

祖雑な高台が付く 。底部が糸切りのままで高台の付かない山茶椀もあり、この中には口縁端部

を上方にわずかに折り曲げ、口縁端部外側に面をつくるものが見られる。

鎌倉時代後期の土拡SK 3414 からは、土師器皿• 小皿が約 100点はど出土している。皿はロ

径11cm前後で、口縁部は大きく内弯する。 小皿は口径 7.5cm前後。いずれも器壁は非常に薄く、

色調は白 っぽい。

緑釉陶器は、包含層も含めて 445点確認された。大部分が椀、皿類の破片であるが、 中には

段皿や壺などもあり、陰刻花文を施したものや二彩陶器も混じる。また火災をうけ、色の変色

しているものもある。

墨書土器は30点出土している。山茶椀底部外面に書かれたものが19点、 同じ〈 山皿 5点、土

師器皿 6点である。

~ I 

~ 
~~ 土ーノ

ご三上ーノ5
〔三上
＼ 

又 ~8
C、. -- ~ ~-~~ 

＼ 

ー -l,c.-/.
~ ニニノ
7,. ~.. 

20cm 

第 2図第54次出土遺物SK 3458 ; 1 -14 

-12 -



~ lJ 

~I 

文三し~Ill
ーー 一 :I

文

マ
第 3図第54次出土遺物SE1904; 15-54 

-13 -



文 61 又ご--~3

~~62 ¥_ __―--k--_,J64 

゜
20cm 

/ 

', I - ,,,, / ヽ L____  _,, 

、------―_, / ， ヒー—---~ I 
ゞ === a===~・-ー________;、 ...I 73111 

又――ーし 4

'-----I _,/ 1s 

文ーニ 76

史 77

¥――ード 78

c=L__)79 

~ ー）80 
＼ ー に~I

第 4図第54次出土遺物SK 3447 ; 55-73、SK3414; 74~ 83 

このほか特殊な遺物では、平安時代後期の灰釉陶器椀の底部内面を硯として利用した転用硯

2点や、斎宮ではあまり出土しない布目瓦などがある。転用硯のうち 1点は朱をすったもので

ある。また、 調査区ほぼ中央部の平安時代のピ ットからは、銅製の鈴が真半分に割れた状態で

出土している。その他包含層や小穴からは、 i復緑色の石跨（丸輌） 1点、楼紺色の碁石 2点、

ミニチュア羽釜 2点が出土している。

(VJII)まとめ

第51次調査で検出された区画溝SD291の北方部分の状況把握を目的とした今回の調査では、

区画溝SD291の北方部分の状況およびこれと直交する南北方向の区画溝に区画された一画の
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第 5図 策54次出土遺物ミニチュア羽釜； 84• 85、石鋳； 86、鋼鈴； 87 (1 : 2) 

状況を把握することができた。遺構、遺物ともに平安時代初期およびそれ以前のものは皆無に

近く、平安時代前期から鎌倉時代にかけてのものが多〈、大半を平安時代末期のものが占める

ことが確認された。

平安時代前期には、 比較的大形の柱掘形をもつ掘立柱建物群が、調査区北西部に出現する。

これらは、何度か建て替えられていることか窺えるものの、建物間の配置に明確な規則性は認

められなかった。しかし、柱掘形などから考えて、平安時代前期の斎宮寮に相当することか考

えられ、さらに北及び西に整然とした配置を示す大形建物群の所在が考えられる。

平安時代中期では、土琺数基を検出したにすぎない。

平安時代後期には、 1条の南北溝の他に、数棟の掘立柱建物が散在するが、規画的な配置や

溝との関連を明らかにするまでには到らなかった。

平安時代末期の遺構、遺物は多い。幾条かの溝か掘られ、十数棟の掘立柱建物が建てられる

のもこの時期である。建物の約半数は、南北溝や柵列の方向と柱通りを揃えており、ある程度

の地割 りの意識が存在していたと思われる。また従来より、梁行が3間以上で平面プランが方

形に近い大形の総柱建物が出現するのは、この時期からと考えてきたが今回もこれを裏付ける

ことができた。

鎌倉時代に入ると、調査区南端部を東西に走る溝がいくつか出現するか、掘立柱建物の数は

減り、 4棟検出されただけであ る。建物は総柱で、中には柱掘形内に根石を入れるものが認め

られた。この時期の逍物のうち、発掘区中央部付近で出土した古銭塊は、周辺に関連するよう

な追構もみ られず、性格は不明であるが、斎王制度と 直接関連するものか否か、今後の研究を

すすめていきたい。

以上のように、当地区は各時期を通じて建物の計画的な配置や個々の建物間の関係を見い出

すまでには至らなかったが、出土逍物に食器としての杯、皿類の出土が目立ち、煮焚き具とし

ての鍋、猥の類が少ないこと、扱書土器の出土が多く、緑釉陶器も 445点とかなりの羅が出土

していることなど、非常に官術的な性格が強い地区であろ うと指摘できよう 。
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III 第 55次調査

6AEN-P、6AEO-H(御館・柳原地区）

昭和48年に始まった宮域範囲確認調査における第 8-9・10次調査の御館・柳原地区の調査

結果はこの地区か斎宮跡の中心部分であろうと充分に予想させるものであった。それは平安時

代の大形掘立柱建物をはじめ多数の緑釉陶器、墨書 ・朱書土器、石製跨幣などの検出からうか

かわれる。史跡指定による保存管理計画ではAB地区 （公有化地区）と して区分された所であ

る。

その後、昭和53年度の第19・20次調査、 54年度の第28次調査と 3回の調査を実施している。

その際、それぞれ63棟、32棟、 29棟の掘立柱建物を検出した。それらは平安時代前半より末期

にいたる各時期のものがある。前半のものは 5間X2間を基本とする大形の建物が多く 、時期

が下かるにつれ少なくなり、後半から末期にかけては 3間X2間の小形の建物が主体となり、

調査区の南部分では建物が重複して密集する個所が一定の幅で東西方向に並ぶことなどが確認

されている。

今回の調査は第19次と20次調査区の間をつなぐ状態で調査区 1,500面を設定した。小字御館

• 柳原の境界を挟んだ所で、境界部分には南北に走る区画溝の存在が予想された。これで、こ

の地区では約 6,000m'の広範囲にわたって面的発掘調査をすることになった。調査は 7月16日

より始めた。この夏もまた、保存啓発事業の一環として、斎宮小学校の児童お よび父兄による

体験発掘を当地区において、7月30・31日の両日にわたり実施した。

調査の結果、掘立柱建物21をはじめ多数の土砿、溝を検出した。しかし、東側の柳原地区で

は既に土取りによる遺構面の削平で西側より地山が約40cm程度低くなっており、逍構はほと ん

ど確認出来なかった。西側の御館地区では、検出した建物の多くか第19次調査地区に続〈もの

であり、新たにみつかった建物は 7棟のみである。一方、御館 ・柳原両地区の境界部分に存在

すると予想していた区画溝は、明瞭にし得なかった。鎌倉時代以降の逍物を出土する幅60cm程

度の溝が何条も重複しており、第46次や第51次調査で検出したような幅 2m以上の逆台形を呈

する溝は存在しないようである。しかし、溝のすぐそばには建物が建たない状況である点は他

の区画溝の存在する地区同様である。

(I)平安時代初期の遺構

掘立柱建物 6、土砿 4がある。掘立柱建物の多〈は第19次で検出した建物の東側部分である。

S B 999・S B 1001・S B 1004・S B 315はいずれも 5間X2間の東西棟の建物である。桁行

ll .6m-12m、梁行 4.8mと大形である。今回検出した 2棟はやや小形で、 SB 3551とSB35 
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52は3間X2間の南北棟である。これら 6棟の掘立柱建物は柱通りの方向により 2者に区分し

得る。ほぽ方位にのる SB 999・S B 1004・S B 3552と北に対し、 1°-2・程西へふれる SB315 

・S B 1001・S B 3551の二者である。SB1004とSB315は柱穴の切り 合いより SB1004の前

者の方が新しいと思われる。この期の建物の柱掘形は径70cm-90cmの方形に近 く、 SB 3551の

みが径40cmの小形の円形を呈している。また、 SB 3552は2間X2間の身舎に南側に廂をもつ

もので、 SK3555の埋土中で検出しており、この土砿より新しい。

土砿は SK317・S K3555-S K3557・S K3560がある。SK317は第8-9次で検出した

もので、径2.7mX1.8m、深さ30cmの楕円形の土坑である。土師器杯 ・甕の破片が少量出土し

ている。SK3555は5.6mX5.4mのほぼ正方形を呈する土拡で、深さ25cmで、当初翌穴住居か

とも考えられたものである。西および北側は直線的に つづくが、東、 南側は整然と しない。砿

底も南側、北東側には不規則な土砿が重複した状態で、一段深くなる箇所がある。束北隅には

S K3556・S K3557が重複している。SK3557も多くの土砿が重複した状態で底は一定でない。

S K3560はSK3555の東南側に接するようにある径4.2mX4.0mの楕円形の土砿で、僅か20cm足

らずの深さである。これらの土砿の埋土は黒褐色土で、多数の土器が出土している。その上、

これらの土砿出土の土器が互いに接合する場合もあ り、はぽ同時にあった と考えられる。 SK

3557からは円面硯も出土している。SK3555はSB 3552より古〈 、SK3560はSB315より古

いものである。

(II)平安時代前期の遺構

掘立柱建物SB1002と土拡SK 1021かあるのみである。SB1002は東側柱のみを検出したも

ので、 5間X3間の東西棟で、北側に廂をもつ。柱通りは平安時代初期のものに比べ、 北に対

し西へのふれは大きくなる。

土拡SK 1021も第19次で一部検出したものである。径4.3mX3.6mの楕円形を呈するか、束

側に円形の土址が重複しているものかもしれない。土師器杯 ・猥、灰釉陶器椀 .lIIl. ・段皿など

数百点の土器片が出土している。

(Ill)平安時代後期の遺構

この時期の遺構は 2期に区分し得る。前者に属するものに掘立柱建物 SB 3562・S B 3563・ 

S B 3564・S B 3567・S B 1007・S B 1059かある。SB 3563・S B 3564は共に 3間X2間の東

西棟で、ほぼ同じ規模であり、建て替えかとも考えられる。柱通りの方向は SB3563かE8°N、

SB 3564がEl0°Nとややふれが大きい。 SB 3562は3間X2間の南北棟建物で、他の2棟

に比べ柱掘形が一回り 大きく一辺60cm、-80cmの方形を呈し 、比較的大形である。これら柱掘

形からは少量の土器片が出土している。SB 3563からは斎宮跡土師器編年SE2000相当の土器

片が出土している。SB3564からはそれよりやや古い土器片が見られる。
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後者に属するものとして掘立柱建物SB 1019・S B 1014・S B 1022・S B 1023・S B 3570が

ある。SB3570は今回新しく検出したもので、 3間X3間とめずらし〈、調査区の最も東に位

罹している。この期の建物はすぐ西側の第19次調査の際にも相当数見つかっている。その多く

は径40cm程度の小形の柱掘形で、何度も同じ場所で建て替えられたように重複している。

一方、東側の柳原地区で、ただ一棟のみ検出した SB 1059は第20次調査で検出した建物の西

側部分で、 5間X2間の東西棟で、柱掘形から SE2000相当の土師器が出土している。

(N)平安時代末期の遺構

新しく検出した掘立柱建物はないが、第19次調査で検出のSB 314・S B 1008・S B 1024の

全体の規模を確認した。土坑には、調査区西部のSK3565・S K3566、東部のSK3571がある。

いずれも長径lm-2mの楕円形土砿で、土師器皿類がまとま って出土している。

(V)遺物

調査区の東側、柳原地区およぴ御館地区の南部分の道路寄りの部分は、既に土取りにより削

平されており、その上、第 8-10次調査のMトレンチと重複しているため、調査面積のわりに

逍物の出土量は少なく、整理箱50箱足らずである。また、耕作土、遺物包含層は浅く、この部

分からの出土は見られず、ほとんどが追構からである。なかでも、 SK3555から SK3557にか

けての土琺が最も多い。その他遺物も土砿からの出土で、溝からは少ない。SK3555-S K35 

57は数個の土士広が重複した状況で、逍構の検出状況からは新旧関係を明瞭にし得なかった。次

いでSK3560があるが、土器の多くは細片となっていた。SK3565・S K3566・S K3571はい

ずれも小さ〈浅い土砿であるが、土器の出土は比較的多い。

SK3555·SK3557はともに平安時代初期に属するものである 。 土師器猥 ． 鉢・杯 • 高杯、

須恵器甕．杯・蓋．鉢 ・硯と豊富な器種を出土している。土師器甕は大、小2種あり、奈良時

代の戟と 比べると、 小形品は大差ないが、大形の長甕は奈良時代のものはど長くな〈、やや球

形に近く 、刷毛目も粗いようである。杯は口縁部か屈曲して立つ、この時期特有のものが多く

なる。皿も浅い薄手のもので、奈良時代的な厚手の大形品は少ない。杯 ・皿のほとんどが、ロ

縁部をヨ コナデ、杯下半部は指のなでつけによる e手法の調整である。5・9のみは底部をヘ

ラケズリする b手法であり、 30の内面には斜行および螺線の暗文が施されている。SK3557か

らは黒色土器、製塩土器も 出土している。円面硯 (60)は洵部と脚上部の破片である。口径16

cmで、脚部はあまり開かず直立気味である。器壁 5mmの蒲手で、脚部には透しは無〈ヘラ描沈

線が縦方向に 1cm間隔で施されている。これらのSK3555とSK3557の土器は、第34次 SK

1445出土の土器群に似ており、平安時代初期と考えられる。しかし、 SK3557は浅い皿が多い

こと、口縁部か屈曲する杯が少ないことなどから、この範崎の中でも新しいものと思われる。

S K1021 出土土器には土師器杯 • 皿、 須恵器杯 ・ 蓋、灰釉陶器椀 • 段皿がある。土師器杯は
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S K3555や SK3557に比べ博手で、口縁の外反が大き〈なる。 llilも口径が縮小し、 口縁部外面

のヨコナテの範囲も狭〈なり、底部と口縁部との境に明瞭な稜が見られなくなる。伴出する灰釉

陶器は、流し掛け、体部内面のみハケ塗り、体部内外面ハケ塗りのものが見られ、その形態か

ら黒笹14号窯期と黒笹90号窯期との中間的な様相を見せている。これらから、 SK1021出土土

器は、斎宮跡土師器編年のSK3127に相当し、平安時代前 1期の中でも新しい段階に属するも

のと考えられる。
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第 7図 第55次出土遺物SK 3555 ; 1 -25 
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第8図第55次出土遺物SK 3557 ; 26-60 
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第 9図第55次出土遺物SK3557; 61~63、 SK 1021 ; 64~77 、 S K 3566 ; 78~88 

S K 3565 ; 89~94、 S K 3571 ; 95~ 99 

S K3565、SK3566、SK3571出土土器は全て平安時代末期に属する。土師器小皿の形態や

法量は大差ないか、杯の口縁部の形状や法量の違いにより SK3566が最も古く、あるいは後II

期まで遡る可能性もある。他の二つは、第50次調査で検出のSD3052出土土器によく似ている。
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(VI) まとめ

今回の調査は、西側の第19次調査地区と東側の第20次調査地区の間をつなぎ、単に面的に調

査地区を増やす とい う意図のみでなく、南北の農道を伴う字御館と字柳原の間に、 宮域東部に

みられた区画が及ぶかを検討する目的を持っていた。この点に関しては、すでに述べたように、

鎌倉時代以降の土器を包含する幅約60cmの溝が何条も重複していることを確認するにとどまり、

宮域東部の比較的整った区画溝とは規模と、時期からも一致するところが少なく、今回の調査

地点では区画溝として、明確にすることはできなかった。しかしなから 、第44次調査で検出さ

れた道路西側溝(SD 2660)から、この溝(SD318・S D3559)が西へ約 130mの地点にあり、

溝の東と西とも一定の建物の建たない空地が存在することから、不十分ながらここでは一応、

字御館と字柳原の境が斎宮跡官栃を地割する線と考えておきたい。

一方南北の間の地割については、今次調査ではま った〈不明であるか、一応宮域東部での 1

区画約 120mを西方におよぽすと、すでに調査済みの19次 ・20次 ・28次と合わせて、西側の字

御館部分は、 1区画約15,600面の南東部分の約 5分の1弱にあたり、東側の字柳原部分では、

南西部約 5分の 1強が調査されたことになる。

今回、あらためて過去 3 回の調査で検出された建物の規模 • 時期を検討し、時期別に図示し

たものか第10図と第11図である。御館地区では、平安時代初期から、中期を除き末期まで、 6

期、総数68棟、柳原地区では、中期か入って 7期、 57棟の建物か検出されたことになる 。ここ

では御館地区の建物の時期的変遷について概観してみたい。

平安時代初期の建物は15棟ある。南北棟5棟に対して、東西棟か10棟と倍を数える。また大

形建物に限れば、南北棟 1棟に対して東西棟が9棟にのほり、この傾向が圧倒的となる。大形

建物の面梢は、二面廂付南北棟SB1000の 120面を除くと、大半が桁行5間X2間の平面をも

ち50m'-60m'あり、 3間X2間が多い小形建物は、 20而前後の面柏をもっている。柱掘形をみ

ても、大形建物では一辺90cm-1 111と大形方形であるか、小形建物では50cm-60cmの小形方形

である。このような平安時代初期の建物は、大形の主要建物、小形の付属建物ともに 1時期に

2 -3棟が同時に存在し、建物柱通りの方位、配置状況、柱掘形の切り合いから 4-5回の建

て替えか行われたものと推定される。

平安時代前期では、 1期の建物11棟、 II期の建物7棟と減少の傾向かみられ、南北棟建物も

4棟から 1棟へと少なくなる。主要建物の平面規板をみても、 1期では廂付建物が1棟あ って、

その面梢も60m'-70m'と平安時代初期に近いか、 II期では、 5惜]X2間の建物であ ってもその

面栢は33m'-40m'と小さ〈なる。小形の付属建物は、初期同様3間X2間で20m'前後の面栢と

変化はない。柱掘形についてみても、大形の主要建物では一辺80cm-90cm、小形の付属建物では

40cm-50cmといずれも小形化をたどる。前期の建物のあり方から、 1期については大形主要建
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物1-2棟と小形の付属建物3棟 ぐらいか同時にあ って2度建て替えが行われ、II期について

は、主要建物 1棟と付属建物2棟のうち後者か2-3度建て替えられたものと推定されよう。

平安時代中期の建物は激減し、御館地区では皆無にな り、わすかに柳原地区で2棟の小形建

物か確認されたにとどまる。
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平安時代中期～後II期
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第11図 第 19• 20• 28• 55次調査掘立柱建物時期別変遷図 (1: 1000) 

平安時代後期は I期 とII期にわけられ、 I期では12棟、 II期では16棟確認される。建物の棟

方向では前の時期同様束西棟が大半を占める 。主要建物として区別できる 5間X2間の建物は、

1期についてはな〈なり、 II期では 2棟認められるか、面粕約40面で柱掘形も小形建物 （面柏

25而前後）と同様40cmで円形に近い。建物の位甜が約20rnの間をおいて南方の2ヶ所に限定さ
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れる傾向かみられ、2棟組の建物が4-5回建て替えられたと考えられる。

平安時代末期の建物は、すべての建物か面積25而前後で径40cm前後の小形の柱掘形をもつ東

西棟である 。建物の位置も後期と同様の場所に限られ、 1-2棟が3-4回建て替えられたも

のだろう 。

以上のように西側の御館地区が、 1つの官衛の区画のなかにあって南東部の約 5分の 1弱を

占める場所にあたること を前提と して、その部分の建物の変遷についてみてきたのであるが、

この 1区画については、建物規模の変遷はあるものの平安時代全体を通して（猿投窯編年の折

戸53号窯式と併行する平安時代中期を除いて） 15回-20回にわたり継続的に建物が建て替えられ

ている状況か明らかになった。東部の柳原地区についても、建物の配置は当然異なるものの、

平安時代初期から前II期までの大形主要建物と小形の付属建物か組になる状況から、後期から

末期にわたり次第に小型化してい〈同様の過程を見い出すことかてきる。4次の調査を重ねた

現段階で概観できるのは以上のとおりであるが、今後字御館 ・字柳原地区の調査が進み、 1つ

の区画全体を見通すこ とのできる時期を待ちたい。
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N 第 56次調査

6ACH-S (東裏地区）

宮域西部の東裏地区で実施する計画的な面調査は今回で3回目 である。第1回目は東裏地区

の中でも西部に位置する場所で第27次調査を実施し、奈良時代の竪穴住居、掘立柱建物、土砿

土師器焼成砿などを検出している。第2回目 は東裏地区の北端部にあたる場所で、古里地区か

ら東へ延びる古道南部の状況を明らかにする目的で第50次調査を実施し、奈良時代から平安時

代初期にかけての竪穴住居、掘立柱建物のほか、平安時代末期の大形の総柱建物を確認し、各

時期の掘立柱建物が奈良時代の大溝SD170や古道の方向に規制された地割りによるものか、

ほぼ柱通りの方向をこれに揃え、 比較的整然と配置されていることが確認されている。また東

裏地区南部では、約 4,300面にも及ぶ斎宮小学校関連の現状変更に伴う事前調査を実施し、奈

良時代の竪穴住居、掘立柱建物をはじめ、平安時代後期の掘立柱建物、四脚門、築地などを検

出している。

以上のように、東裏地区における遺構状況は、奈良時代及び平安時代後・末期の遺構が主体

で、両時期の間を埋める遺構はほとんど皆無に等しいという状況である。今回の調査はこうし

た状況をふまえ、東裏地区の東部の状況を明らかにすることを目的とした。調査地は竹川字東

裏289-1番地である。

調査の結果遺構面までは地表から30cm-40cmと浅く、また後世に開墾されたためであろう、

重機による幾条もの小溝か全面を走っていたが、 幸い遺構への影響は少なく、飛鳥時代の翌穴

住居 1、奈良時代の竪穴住居14、掘立柱建物7、平安時代後期～末期の掘立柱建物11、井戸 1

のほか各時期の土拡を多数検出した。

(I)飛鳥時代の遺構

調査区南東部の竪穴住居SB3644、北東部の土拡SK3601がある。

竪穴住居SB3644は一辺 4.8mの方形プランを呈し、東壁中央部にカマ ドとしての焼土面の

高まりがあ り、西壁寄りに貯蔵穴とは考えられないがl.8mXl.lmの浅い土琺をもつ。周溝は

北壁及び南西コーナーで一部が確認された。四隅の主柱穴は明確でない。このように奈良時代

の竪穴住居に比べて一回り規模が大きく、周溝を有する点で古い様相を示しており、出土土器

でも淡褐色を呈する祖製の椀が主体的で、共伴する須恵器杯蓋が猿投窯編年の岩崎41号窯式に

相当するものと考え られるところからこの時期のものとした。

土砿SK3601は、 遺構面では径 2.2mの円形土砿として確認されたが、遺構を掘 りあげた段

階で 5 つの小土砿の集合体であることが確認された 。 土師器杯・椀• 甕が少量出土している。
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(II)奈良時代前期の遺構

調査区の東半部で検出した竪穴住居 4、土砿 3がある。

竪穴住居は北か ら順に SB 3600・S B 3619・S B 3634・S B 3660があり、いずれも主柱穴や

周溝は認められず、規模や平面プランも統一されていないようである。このうち SB3600が最

も規模が大きく東西 4.5m、南北 5.2mを測る。他は一辺 3m-4mの小規模なものである。

カマドは SB3660の東壁中央部に痕跡として認められたが、他は明確にし得なかった。

土拡は楕円形を呈する SK3602と、底辺3.2m、長さ4.9m、深さ40cmの二等辺三角形を呈す

る大形土砿SK3626とl.7mXl.3mの長方形を呈する SK3632がある。SK3602は竪穴住居s

B 3600に西肩が切られており、これより古い。また SK3626の南半部は全体の大きさを確認し

得なか っ たが平安時代末期の浅い土砿に切られている 。 いずれの土砿も土師器杯• 皿・椀． 猥、

須恵器杯・蓋等が出土しているか、出土量は多くない。共伴する須恵器は猿投窯編年の高蔵寺

2号窯式に相当する。

(lil)奈良時代中期の遺構

この時期の竪穴住居が最も多く 9戸を検出したほか、この竪穴住居から生じる 日常の生活廃

棄物を捨てたと考えられる土拡9がある。

竪穴住居は、最大のものでSB3584の一辺 3.9m、最小のものでは SB3624の2.8mX2.2m 

で、平均床面積は約 8m'であり、奈良時代前期の竪穴住居に比べて全体的に規模が小さくなっ

ている。竪穴住居の長軸線が東に対して大きく南へ傾くも の (SB 3598・S B 3630)と、これ

以外のほぽ方位にのるもの (SB3584・SB3591・SB3595・SB3605・SB3620・SB3624・

S B 3655)がある。カマドは比較的壁面の深い SB 3605・S B 3620・S B 3624で顕著に認めら

れた。特に SB3605は東壁中央部に設けられたカマドか ら東へ延びる幅25cm、長さ 1.4mの煙

道か確認された。煙道の方向は竪穴住居の軸線に直交せず、北へややずれる。煙道の先端、煙

出し部分は丸く膨れ、底は少し低い。煙道の入口部分で土圧により押しつぶさ れた状況で底部

を打ち欠いた胴の長い長猥が 1個体検出されたはか、先端部でも猥胴部片を確認しているとこ

ろから 、少なくとも 3個体の長甕を使用しで煙道を築いていたものと思われる。またカマ ドの

焚き口の右側には、長甕か直立した状態で検出されたところから、破損した長甕をカマ ドを構

築する際、その一部として再利用したものと考えられる。

土砿は各竪穴住居の近辺で検出されている。径lm-2mの円形土砿 (SK3581・S K3656・ 

S K3658・S K3663)と、長辺が3m-3.5mの隅丸長方形土砿 (SK 3580・S K 3603・S K 

3606・S K3625・S K3654)がある。

(N)奈良時代後期の遺構

翌穴住居 1、掘立柱建物7、土砿29がある。
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調査区北部で検出した竪穴住居SB 3590は唯一この時期のもので、 3.6mX2.5mの小規模な

ものである。北壁中央部にはカマドがあり、カマドを構築する際、床面に白 っぼい粘土を貼り

つけていることが確認された。

掘立柱建物はすべて調査区北半部で検出されている。柱掘形内出土土器だけでは時期の決め

難いものもあるが、掘立柱建物SB 3609・S B 3599がそれぞれ奈良時代中期とした翌穴住居s

B 3605・S B 3598の埋土を切っており、また掘立柱建物SB3596は同時期と考えている土砿S

K3597の埋土を切っている点などから、およそ掘立柱建物は、この時期のものであると考えた。

調査区北東部にある 3間X2間の東西棟建物SB 3592以外はすべて南北棟建物で、倉庫と考え

られる SB 3617、5間X2間のSB 3596を除〈と、他は桁行・ 梁行柱間こそ違え 3間X2間の

小規模な建物である。柱掘形はいずれも径50cm前後の円形ないしは隅丸方形である。SB 3617 

とこの東側にある SB3610は、柱通りの方向や柱間が似ているところから同時期に建っていた

可能性が強い。また SB3610は、柱掘形の切り合い関係から SB3610→ SB 3608→ SB 3609の

順が確認されており、順次ほぼ同ー場所で建て替えられたことが想定される。以上の点から奈

良時代後期の中でも掘立柱建物は少なくとも 3時期ないし 4時期の変遷が考えられる。

土砿は不整円形を呈する大小様々のものか、調査区各所で検出されている。特に調査区北西

部と南東部に集中しており、北西部でSK3582・S K3583・S K3585-S K3588・S K3611-

S K3616、南東部でSK3647・S K3648・S K3650・S K3653・S K3659・S K3662・S K36 

64を検出した。このほか北部のSK3604、方形土砿SK3607、北東部のSK3594、東西 2.7m、

南北 4.5mと最も規模の大きいSK3597、中央部のSK3622・S K3633・S K3618、南西部の

S K3641・S K3642がある。いずれの土拡も、その大きさにかかわらず、 出土土器は土師器甕

• 鍋類が主体的で、土師器杯• 皿・椀と共に細片が少罷出土しているに過ぎない。

(V)平安時代中期の遺構

この時期の土器は遺物包含層から少量出土はしているものの、遺構として検出できたのは土

拡SK3589のみである 。 この土砿から出土した土師器杯• 皿は、斎宮跡土師器編年の中期の標

式遺構としている SE3134よりは新し く、後 1期のSE2000よりは若干遡るものと思われ、平

安時代中期の中でも新しい時期のもの、猿投窯編年では折戸53号窯式の新しい段階の時期に相

当するものと考えられる。

(VI)平安時代後期の遺構

掘立柱建物6、土砿 1がある。

掘立柱建物は、 奈良時代の辿物が北半分に多かったのに対し、南半分で多く検出されている。

柱通りの方向から北に対し東へ10゚-20・偏る群 (SB 3593・S B 3633・S B 3643)と北に対し

西へ4゚-r偏る群 (SB3628・S B3639・S B3640)とに大き く分かれる。柱掘形は調査区南
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西部の3問X2間の東西棟建物SB3643、東部の 3間X3間の南面廂付東西棟建物SB3628が

径50cm-70cmの楕円形を呈し、後期の建物の中にあっては比較的大きいが、 他は径30cm-40cm

の円形を呈する。柱間は、梁行が7尺前後、桁行が7尺-8尺のものが多〈 、総じて桁行柱間

かやや長い。建物の規模では 5間X2間の東西棟建物SB3640が最も大きく、これは宮域中 ・

束部で検出されるこの時期の官街の建物に匹敵するものである。ところでSB3639は2間X2

間の身舎に北面、西面、東面の 3方に廂の付く 三面廂付建物と考えられる。桁行柱間 2.3m、

梁行柱間2.15m で北面• 西面廂柱間が 1.9m、東面廂柱間が 2.3mを測る。こうした建物は宮

域北東部で実施した第37-4次調査で3棟確認しており、斎宮では今回で4例目となった。な

お後者の 3陳は南東隅に 2間X1間分の土砿をもち、時期的には平安時代末期に位置付けられ

ているが、今回のSB3639には土肱を伴っておらず、これに先行するものと考えられる。

土砿は調査区東端で浅い方形土砿SK3657のみ検出した。

なお、本時期の遺構は斎宮跡土師器編年の後II期とした標式逍構SK1730・S K1074に相当

するものと考えている。

(VII)平安時代末期の遺構

掘立柱建物5、土坑 8、井戸2がある。

掘立柱建物は、前代（後期）の建物とほぼ同ー場所か、その近辺で検出されている。北側に

廂をもつ 3間X3間の東西棟建物SB3627は、前代のSB3628とほぽ同一規模でほとんど重複

しており、両者は廂を南面から北面へ移してはいるものの、柱位置を少し西へ移動しただけの

建て替え関係にあるものとみられる。これは柱掘形の切り合いからも明白である。SB3637は

4間X3間の総柱建物で南東隅に 2間X1間分の浅い土拡 (SK 3638)が伴う 。SK3638は北

半分が一段低〈なっており、土址内からは、土師器甕 • 小皿・台付小皿、山茶椀、山皿、青磁

椀などの細片が出土している。これに類する総柱建物は宮域北東部の第54次調査で数多〈検出

されており、近くでは斎宮小学校関連の事前調査（第53-1次）でも一棟見つかっている。な

お、第54次調査では柱掘形内に扁平な根石をもっているが、今回のSB3637や第53-1次調査

のSB3778は、根石を もっていない。このほかこの時期の掘立柱建物に SB 3629・S B 3631・ 

SB 3649がある。いずれも東西棟建物である。

土砿は径1m前後の円形小土砿 (SK3636・S K3645・S K3646・S K3651・S K3652)と

S K3635のように径 2.0mX 3.5mの大形で浅い土坑がある。また一辺 2.0mXl.lm、深さ40

cmを測る南北に長い方形土坑SK3665は、 土拡内か ら土師器皿 6、小皿15、ロクロ製土師器小

皿 1、山茶椀2が出土しており、土拡墓の可能性がある。

井戸は調査区中央部で SE3621、調査区南東端でSE 3661を検出している。SE3621は径1.1

m、SE 3661は径 1.7mの円形素掘り井戸で、藤澤編年のII-4型式の山茶椀や斎宮跡SD30 
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52に相当する土師器皿などが出土している。いずれも完掘はできなかった。

(Vlll)遺物

調査面梢 1,870面と広く発掘調査した割には、出土辿物は整理箱で約90箱と比較的少ない。

辿物の多くは、奈良時代前 ・中 ・後期の各竪穴住居や土拡から出土した土師器猥• 杯• 皿・ 祖

製の椀などで、これに少最の須恵器杯 ・杯蓋 ・甕などが伴う 。

翌穴住居SB3644出土土器は、これより一時期古〈、伴出する須恵器は猿投窯編年の岩崎41

号窯式に相当するものと思われ、 7 世紀後半に比定し得る 。 土師器杯 ・ 杯蓋 ． 椀 • 猥 • 長甕．

普K・カマド、須恵器杯 ・杯蓋 ．鉢などがある。供膳土器では、口径11.3cm-12cm、器高 3.6cm

- 4.5cmで胎土がややあらい祖製の椀 (1-5)が多い。杯6は口径17.0cm、器高 5.8cmを測

る大形品である。鉢11は、須恵器の焼成不良品である。ロクロで水挽き成形され、体部にはカ

キ目を施し、体部下半から底部をヘラケズリする。

竪穴住居SB3605出土土器は、奈良時代中期、 8世紀中頃に比定し得る。土師器杯は、口径

23cm、器高 5.2cmの大形のもの (16)と口径13cm-16cm、器高 3cm前後の小形のもの (12-15)

がある。大形の杯は口縁端部を丸〈肥厚させ、内側に段をつくるものが多いか、小形のものは、

肥厚せず細く、丸く終わるものが多い。土師器皿 (17・18)は口径20cm-21cm、器高 2.Ocm-

2.9cmで器壁は全体的に厚く、口縁端部を丸く肥厚させるも のが多い。器面の調整は、杯 .Jill 

とも 口縁部をヨコナデし底部をヘラケズ リする b手法が主流である。土師器杯蓋19は口径18cmで

天井部をていねいにヘラミガキしている。長甕26は煙道に使用したもの、長猥25はカマド焚き

ロ部の壁面として再利用したものである。

SB 3590出土土器は、斎宮跡土師器編年の標式遣構である SK 1291に相当し、奈良時代後期、

8世紀後半頃と考えられる。土師器杯は口径13cm-15cmのもの (28-36)と口径17cm-19cmの

もの (37-39)があり、杯31・36・38のように口縁部が外反し、端部かやや内弯する平安時代

ロニーノ

己 ~ 
□ 

二 7二 n

二 10iii 三ーニt□~t 
20cm 

第13図 第56次出土遺物SB 3644 ; 1 -11 
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に主流を占めるタイプの杯も若干認められる。器面の調整はほとんどがb手法であるか、杯29

・37のように口縁端部近くまでヘラケズリするものや、口縁部を横なでし、底部をなでつける

e手法のものも少量認められる。杯36には「＋」、杯35にはジグザグ模様のヘラ記号が底部外

面に記される。皿は口径17cm-19cmで前代のものに比べやや小ぶりと なる。器面の調整は b手

法て、皿41のように 口縁部が外反し、端部か内弯するものも見られる。 祖製椀40は口径12.2cm

器高 3.4cmを測り、底部が比較的平担で、以前のものに比べ底径が大きい。猥は、胴の長いも

の (45・46)、口径に対し器高の低い鍋形のもの (47-49)、小形で体部が球形に近いもの(50

・51)の3者かある。須恵器は非常に少なく、実測し得たのは 1点のみである。杯52の底部は

ヘラ切りのままで調整を行っていないようである。

平安時代末期の土器はこれらに次いで多〈、土砿や、掘立柱建物か検出された調査区南部の

逍物包含層から土師器皿• 小皿、ロクロ製土師器小皿、藤澤編年のII段階第 4型式の山茶椀や

小皿などが出土している。土砿SK3665出土の土器は、土拡墓に伴う副葬品とも考えられる。

ロ径 8.5cm前後の土師器小Jill(53-59)、口径15cm前後の皿 (61-64)、口径 9.4cmのロクロ

製 l、Jill.(60)と2個体分の山茶椀底部片かある。ロクロ製でない皿は白っぽい色調で、胎土に

比較的砂粒を多く含み、器壁はやや厚手である。12世紀中頃に比定している SD3052出土土師

器に相当するものと思われる。

このほか平安時代中期の土器も少量出土しているが、その数は微々たるものである。また平

安時代前期～中期の遺構が皆無に等しいということから、緑釉陶器は小片がわずか 2点出土し

ているのみて、灰釉陶器の最も少ない。特殊なものでは、調査区南西部の遺物包含層から淡い

青灰色をした石製丸柄が 1点出土している。

(IX) まとめ

当初の予想通り、当地区は奈良時代と平安時代後 ・末期の遺構が主体を占めることが確認さ

れた。

奈良時代の遺構では、翌穴住居、掘立柱建物、 土力よか数多く検出された。竪穴住居は奈良時

代前期を遡るものから奈良時代後期に至る各期のものが認められ、今回の調査で期を追うごと
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に規模が縮小する傾向が把握できた。そして奈良時代後期では、竪穴住居は SB3590を残すの

みとなり、ほとんどの建物が掘立柱建物である。東裏地区南部で実施した斎宮小学校関連の事

前調査や古道沿いの第50次調査でも奈良時代前 ・中期は竪穴住居が主体的で、掘立柱建物は後

・末期に出現しているところから、この頃東裏地区では竪穴住居から掘立柱建物へ移行したも

のと思われる。掘立柱建物は 3間X2間の小規模な南北棟建物か多く、各建物間の配置に計画

性が明確に認められないところから、こうした建物は、竪穴住居と同様、官衛に組みこまれた

建物とは考え難く、斎宮寮に携わる雑役人達の住居ではないかと考えられる。

平安時代後・末期の逍構では、掘立柱建物、土砿、井戸が検出された。掘立柱建物のうち後

II期に位置付けた SB 3639は、 3面廂付建物と考えられるものであるが、宮域北東部西前沖地

区で実施した第37-4次調査で検出した末期の3面廂付建物には、南東隅に土砿を伴っており、

土拡を伴わないものが先行するようである。こうした建物かやがて12世紀代の中頃以降すべて

の柱通りに柱をもつ総柱建物へと変化してい ったものと思われる。

掘立柱建物の柱通りの方向は、第50次調査や第27次調査では地割りが奈良時代の溝SD170 

やこれに沿う鎌倉時代の古道の方向に規制されたものか、北に対し東へ偏る建物が多いのに対

し、当調査区では奈良時代、平安時代の掘立柱建物とも北に対し西へ偏る建物が多く、地割り

の規制あるいは意識が当調査区までは及ばなかったものと思われる。
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V 第 57次調査

6AGF-H・I (東加座地区）

広域圏道路より東側の通称中町地区と呼んでいる第 2種保存地区は、昭和64年 3月31日ま で

にその保存の方向付けを明確化することになっている。当調査事務所ではこれに対応するため、

特にこの地区の調査に重点を置いており、本年度も既に第 1回目の計画調査として第54次調査

を当地区北西部の西前沖地区で実施し、平安時代前期の掘立柱建物のほか、平安時代末期～鎌

倉時代の総柱建物や溝を多数検出している。またこれまでの調査から中町地区一帯には、一辺

120 m前後の間隔を置いて区画溝が碁盤目状に走ることか次第に明らかになってきている。そ

こで今回は、これまでに面的な調査の及んでいない区画の中で東から第 2列目の最も北の区画

を調査対象とし、第35次調査で確認されている区画溝SD 1935の北側延長部分の確認と 、この

溝の西側にあたる区画内の瑣構状況を把握する ことをおもな調査目的とした。

調査の結果、西側の6AGF-H区は、近代の畑作に伴うものか、幅25cm、深さ40cmの小溝

かはほ一定の間隔で東西に何条も掘られ、また南北方向にもこれより新しく、浅い溝が調査区

東部で検出されたが、幸い追構への影閤は少なく、奈良時代末期から平安時代前期にかけての

掘立柱建物、土拡、溝などを多数検出したはか、東側の6AGF-I区では予想通り 、奈良時

代末期から平安時代末期に至る数条の区画溝を検出した。

(I)奈良時代後期の遺構

調査区北西隅の掘立柱建物SB 3671、調査区南部の土坑SK3707・S K3708、溝SD3687か

ある。

掘立柱建物SB 3671は梁行、桁行とも調査区外へ延び、全体の規松は不明であるが南北棟建

物と考えられる。柱掘形は一辺70cm前後で掘形の形状は不揃いである。

土坑SK3707は2.6rnX2.lrn、深さ 15cmの隅丸方形土拡。このすぐ南にある SK3708は径3.2

m、深さ25cmの円形土拡である。出土遺物は、いずれも土師器杯 .Jlll. 製 ・把手付壺、須恵器

杯 ・杯菟 ．甕等か少覇出土したにとどまる。

溝SD 3687は、幅50cm-70cm、深さ10cmではほ半周はど円形に巡る溝である 。本来、溝が一

周する内径9rnの円形周溝と考えられるか、北半分の溝の掘形か浅かったため、逍椛面では検

出できなかったものと思われる。出土土器は、少量で細片のため、時期は決め難いが、重複す

る奈良時代末期～平安時代初期の掘立柱建物や土拡より古〈、 一応この時期のものと考えた。

(II)奈良時代末期～平安時代初期の遺構

この時期の遺構か最も多く、掘立柱建物13、竪穴住居 1、土坑28、溝4かある 。
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掘立柱建物は、そのはとんどが調壺区西寄りで検出されている。これは、建物か区画池から

10数ml勝てて建てられるというこれまでの調査例と照合するためと考えられる。時期的には、

狼投窯編年の折戸10号窯式から井ヶ谷78号窯式に相当する時期のものであるか、この間の土師

器の編年か今一つ、明瞭てないため、掘立柱建物を各小期に細分することは迎けた。しかし、

掘立柱建物のうち、柱掘形内の土帥器杯 .JIilの形態のみで判断すれば北部のSB3672・SB 3688 

・SB 3689、南部の SB3714・S B3716は次の平安時代前 I期に近い時期に位囲付けられそう

である。掘立柱建物の柱通りの方向は北に対し西へ3'-4'偏る建物か13棟中 8棟を数え、区画

溝による中町地区一帯の地割りのh刷によく 一致し、殿舎の造営か計画的であ ったことか短わ

れる。特に柱掘形か90cm-100cmで方形を呈する北西隅のSB 3670、東妻柱通りを揃え、北と

南に位盟する北面廂付東西棟建物SB3685・S B3715はいずれも西の調査区外へ延び全体の規

段は不明であるか、当区画内における官術を構成する主要な殿舎に相当するものと考えられる。

その他の建物は杜掘形か一回り小さく、杜間も 6J<前後で 3柑・Jx2間の小規松な建物か主体的

であるところから、これらの建物は、前記の建物に対する付屈的な建物と思われる。なお柱掘

形の切り合いから新IFl閲係の明らかなものでは、 SB 3691→ S B 3692、SB 3688→ S B 3689の

岨を確認している。SB 3691・S B 3692ははほ同ー場所における建て替え関係とみられる。S

B 3688は杜掘形の大きさ、柱通りか不揃いで、妻柱の位附も中心をややはずれており、 t中掘形

の大きさの割に柱痕跡は20cm前後と 小さい。

竪穴住居 SB 3711は、南北4.3m、東西3.3 mの長方形プランを呈する。カマドはな 〈、四開

で小さな杜穴を検出したか不揃いで主杜穴とは名えられない。出土逍物は、土師器杯 .JIii. う't、

須恵器杯蓋等でごく少試出土しているに過ぎない。長軸方向は、 N4'Wでこの時期の掘立柱建

物の柱通 りの方向に合致している。

土拡は 、掘立柱建物の周辺で大小様々のも のが多数検出された。特に調壺区南西部の土拡S

K3718-S K3723および東部の土址SK3724・S K3726-S K3733は、そのはとんどか互いに

切 り合って土拡群を形成しており、土器をはじめとする生活廃棄物の捨て場が一定の場所に限

定されていたものと思われる。切り合い関係の明らかなものでは、 SK3721→ S K 3719→ SK 

3718、SK 3721→ S K3720、SK3728→ S K 3730、SK3695→ S K3694の順を確認している。

土琺の形状は円形、楕円形、不整円形があり、 SK 3712のように径 1.1111の小さなものから、

S K3720のように径5.6111X3.2mの大形のものまである。

また土坑のなかには、 SK3726のように小穴の集合体から成るものもある。それぞれの小穴

からは土師器の細片が少屈出土しているのみである。こうした土址は、 西前i巾地区で実施した

第37-4次調査の SK2413、東加座地区で実施した第40次調査のSK 2310などに類例が求めら

れるが、その性格については不明である。このはか、この時期の土拡に SK3676-S K3679・ 
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S K3681・S K3682・S K3684・S K3686・S K3696・S K3725がある 。なお、以上の土拡の

うち、調査区東部の SK3731、北部の SK3677・S K3681などは、時期的に平安時代前 I期に

近いと考えられるものである。

出土逍物は、各土址とも土師器杯• 皿・ 甕のほか、少量の製塩土器、須恵器杯・蓋・ 甕を伴

うものか多い。

溝は調査区東部に集中しており、所謂、従来から区画溝と呼ばれてきたものである。このう

ちSD 1935は第35次トレンチ調査で検出した溝の北側延長部分に相当し、平安時代末期の溝S

D 1936に大部分か切られ溝の底部分しか検出できなかったか、切り合い関係や出土土器から判

断して最初に掘られた溝と考えられ、溝の埋没年代は、奈良時代末期あるいはこれを遡るものと

思われる。遺構面で幅 1.2mを測るか、元は逆台形状を呈する整然とした溝であったものと思

われる。溝方向はN4'Wを示し、今回検出の多くの掘立柱建物の柱通 りの方向 と同 じである。

この溝の東側には、これより浅い溝SD3736かあり、第35次調査の報告で、 SD 1935の東半は

浅い段状を呈すると記されたものかこの溝に相当するものと 考えられる。今回の調査では SD

1935とSD3736の切り合う部分か平安時代前II期の溝SD3735により切られているため、 SD

3736がSD 1935に伴う溝の段なのか、別に掘られた溝かは結論か出なかった。 6AGF-H区

東端で検出した南北溝SD 3705は、幅 1.3m、深さ40cm、溝方向N4°Wを示し 、出土土器から

少なくとも奈良時代後期まで遡ると考えられる溝であるか、仮りにこの溝と規模、形状、溝方向

ともよく似ている SD1935とか同時期に存在していたとすれば、建築遺構の確認されていない

両溝に挟まれた部分は道路逍構とも考えられる。なお SD3705の北側はSK3678と重複する所

で一端途切れ、すぐ南の区画で実施した第40次調査では確認されていない。 SD 1935の西側の

溝SD 3734は、この時期の溝の中では最も新し〈平安時代前 I期に近い。幅 I.Om、深さ40cm。

南端で2つに分かれており、あるいはもう一条別の溝か重なっている可能性もある。

(III)平安時代前 I期の遺構

猿投窯編年の黒笹14号窯期に相当する時期の遺構をこの時期のものと した。掘立柱建物 2、

土坑 5がある。

掘立柱建物SB3673は3間X2間の東西棟建物で北側柱列は調査区外である。

土坑には調査区中央部の SK3698・S K3702・S K3703、南西部の SK3717、北東部のSK

3725かある 。 出土逍物では土師器杯• 皿類が多 〈、 SK3703・S K3717か整理箱で1箱分、 S

K3725か2箱分の出土量かあ った。

(N)平安時代前II期の遺構

猿投窯編年の黒笹90号窯期に相当する時期の逍構をこの時期のものとした。掘立柱建物2、

土見3、井戸1、溝 1かある。
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掘立柱建物SB3674、SB 3701はいずれも 3間X2間ではぽ同一規模の東西棟建物である。

両棟は、柱通りの方向に若干ずれかあるものの、はぽ東西の妻柱通りか揃う 。

土坑には、多量の土師器杯 • 皿か出土した北部の不整形土:l/1:SK3680、径70cmと小土J広なか

ら大形の灰釉陰刻花文陶器鉢か出土した SK3700、前II期の中でも古い段階に相当する土器か

出土している SK3710がある。

井戸 SE3690は径4.4m-4.7mで比較的大形の井戸である。井戸の壁面は逍構面から 1mは

ど下がった所から大きく崩壊していたが、はほ底まで完掘することかできた。井戸の深さ約4.1

m、井戸底の絶対高は 5.1111を測る。井戸枠や木簡等の木製品を検出することかできなかった

か、板切れの残片や、箸状の木製品が出土した。土器類では、井戸底近〈で黒笹90号窯期の灰

釉陶器椀 • 皿、 土師器杯 ・」Ill.糊 • 高杯等が出土し、埋土上層では、 折戸 53号窯期の古い段階

に相当する灰釉陶器椀、土師器杯• 皿等が出土しており、平安時代前II期に廃棄され、平安時

代中期の前半には、ほとんど埋没したものと考えられる。

調査区東端で検出した南北溝SD3735は、幅70cm、深さ45cmで、この時期の区画溝として機

能していたものと思われる 。

(V)平安時代中期の遺構

平安時代前II期より新しく、 S£2000(東山72号窯式相当）より古い時期のものをこの時期

の辿構と した。

検出し得たのは掘立柱建物SB 3699、SB 3709の2棟のみである。柱掘形は30cm-40cmと小

さく 、両者の柱通りの方向も大き〈異なる。

(VI)平安時代末期の遺構

掘立柱建物や土址はなく、溝2条のみ検出した。

6AGF-H区の東端で検出した南北溝SD 3704は幅 1111前後の浅い溝で、全長10.8111を測

る。逍物ははとんど出土していないがこの時期のも のとした。

溝SD 1936は奈良時代末期～平安時代前期の区画溝を切り、これらとはとんど重複する。幅

2.6m、深さ 40cmで、溝の法面の傾斜は緩やかである。溝以外同時期の逍構か認められないと

ころから、 SD1936は官街を区画する溝とは考え難〈、むしろ区画の意識かこの時期まで何ら

かの形で残ってきたも のとみられる。

(VII)鎌倉時代の遺構

束西溝SD3706のみを検出した。幅 1.4m、深さ30cm-50cmで、溝底のレベルは西で裔く、

束で低〈、第35次トレ ンチ調査区の北端部をかすめ、さらに東へ延びるものと思われる 。溝の

方向は、概ねETSを示しており、この時点で完全に従来からの地割りの方向性が失われてし

まったものと思われる。
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(VIII)遺物

奈良時代後期から鎌倉時代に至る各時期の逍物が平箱で約 110箱はど出土している。とりわ

け奈良時代末期～平安時代前期の辿桃か集中しているので、この時期のものが大半を占める。

以下、比較的まとまった土器か出土している逍構を取りあけ、時期別に略述することにする。

S D3705 出土の土器には、土師器杯• 皿・ 甕 • 高杯、須恵器杯 ・ 環状把手付猥 • 壺等がある。

土師器の器面の保存状態は全体的に悪〈、調整の不明瞭なものがあるか、杯• 皿とも口縁部を

ヨコナデし、底部をヘラケズリする b手法と思われる。これらはその形態や法羅から、概ね斎宮

跡土師器編年の奈良時代後期の標式追構である SK 1291出土土器に相当するものと考えられる

か、須恵器杯 (11・12)の底部はヘラ切りのあとなでており、三段構成で口頸部を接合する壺

(14)は、口縁端部に面をつく っていない点など、より古い要素を含んでいる。

S K3720・S K3730出土土器は、共伴する須恵器か猿投窯の折戸10号窯式から井ヶ谷78号窯

式の範疇で把握でき、土師器杯 • 皿の形態は第34次調査の SK 1445出土土器に相当する。従っ

て奈良時代末期～平安時代初期に位置付けられよう 。

S K3720出土土器は、全体に器面の保存状態が悪いか、多くの器種か揃っており、主なもの

に土師器杯• 皿・ 猥 ・ 鉢 • 甑 ・ カマド ・ ミニチュア猥、須恵器杯 ・ 杯蓋 • 高盤 .Jill・壺 ・鉢 ・

円面硯、製塩土器、土錘などかある。土師器杯には、口径12cm前後のもの (16-18)、13cm-

14cmのも の(20-24)、16cm-17cmのもの (25-27)があ り、およそ大中小の 3つに分かれる。

大形の杯、 小形の杯は比較的器高が低く、口縁部は緩やかに内弯しなから立ち上かるか、中形

の杯には、器裔か低〈、口縁部か外反し、さらに口緑端部かやや内弯するもの (20・21・23)

か多〈見られる。杯 (19)は小形の杯に高台か付 〈ものである。土師器皿には、口径17cm前後

のもの (28-30)と14cm前後のもの (31)かある。底部か平坦で口縁部か外反するものと 、底

部は緩やかな弧を描き、口縁部の屈曲が弱〈 、口縁端部外側のヨコナテの範囲か狭いもの(28)

がある。器面の調整は杯 ・皿と も、口縁部をヨコナデし、底部は指先でなでつけ、器面かでこほ

こしている。

須恵器は非常に出土批か少なく、完形品か 1点もない。把手の付く杯(45)、壺(56)、鉢(59)

は斎宮ではかつて例を見ないものである。焼成不良品である鉢 (59)は、 胎土か白 く、底部下

面には木の菓の圧痕か認められた。円面硯 (60)は、約半分はど残存 している。陸部と洵部の

境は明瞭でなく 、硯面部は緩やかな弧状をなす。脚部には、不整形な透孔か4ヶ所にあり、縦

位のヘラ描き沈線が巡る。

S K3730出土土器には、土師器杯 ・皿・ 甕 • 高杯 ・鉢 ・壺、黒色土器椀、須恵器杯 ・杯蔽

• 皿 • 高盤 ・甕などがある。ほかに釘と思われる鉄製品 1点、有舌尖頭器 1点が出土し ている。

有舌尖頭器 (90)は先端部を欠くが、ほほ原形をとどめている。現存長7.8cm、最大幅2.0cm
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で、両面ともていねいに押圧剥離される。石材はチャート製。櫛田川下流域に位置する斎宮跡

での発見はもちろん、こうした下流域での発見例は珍し〈、いかなる理由でSK3730に混入し

たのか現時点では不明である。

土師器杯は SK3720出土のものと同様、大中小の3種類の杯が見られるか、口径17cmを超え

る大形品の中には口縁端部近くまでヘラケズリし、 内面には放射状暗文や格子目暗文、底部に

螺線暗文を施すもの (70-72)かあり 、また土師器Jlflは口径16cm-l 7cmのものが多く、 SK3720

と同様の 2種類の皿のはか、底部か平坦で口縁部がやや内弯しなから立ち上かる奈良時代的な

皿 (73・77・78)や、数は少ないが、口縁部か外反する皿のうち底部をヘラケズリするもの

(74)か見られるなどの点で、 SK3730出土の土師器は、 SK3720出土のものよりやや古い様相

を見せている。

艇書土器は 4点確認された。皿 (77)の底部外面には、 2本線のヘラ記号の下に「殿司」

と書かれており 、杯 (79)の文字も「殿」であろう。 このはか皿と考えられる (80)の内面に

は、焼成後に陰刻された鳥や花の板様が描かれている。

S K3725出土の土器は、 黒笹14号窯式の灰釉陶器が共伴し、斎宮跡土師器編年の平安時代前

I期の標式逍構である SK 1045・ S K 1424 に相当する 。土師器杯 • 皿の法量、形態 ・調整は、

前代のものとほ とんど大差はない。

S K3700・S K3580出土の土器は、黒笹90号窯式の灰釉陶器を共伴し 、土師器は平安時代前

II期の標式逍構である SK2650に相当する。

S K3680出土の土師器杯には、器高 3cm前後で、口縁部がつよ〈外反するもの(125-132)と、

これより器高か高く、口縁部の外反か弱いもの (133-136)かあ り、前者には口径14cm前後と

16cm前後のもの、後者には口径15cm前後のものと 17cmを超える大形のものがある。大形の杯に

は、内面に暗文を施すもの (137-139)が少量見られる。土師器皿は口縁部か外反するもの

(140-142)か口径16cm前後で、前代のSK3720・S K3725に比べ法量か縮小傾向にある。また

杯 .llllの器壁も全体的に薄〈なっている。

灰釉陶器は椀 • 皿・ 段皿などがあり、体部内面のみハケ塗りするもの(156-159)、体部内外

面ハケ塑 りするもの (155)、体部内外面と底部見込み部分をハケ塗 りするもの(154・160)かみ

とめられる。 SK3700出土の灰釉陶器鉢(124)は、底部を欠〈か、口径33.4cmの大形品である。

外面のヘラケズ リは、体部上半までおよび、内外面に淡黄緑色の灰釉かハケ塗りされる。内面

には大小の花文と渦巻文の 3つを一単位とする文様を 4ヶ所に陰刻している。

井戸 SE3690出土土器は、埋土が上層、下層と明瞭に分かれていたわけではないか、埋土の

上の方から出土の土器と、埋土の下の方から出土の土器とは、様子が多少異なっており 、2時

期に大別できそうである。
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第23図 第57次出土遺物 SE 3690下層； 162~ 182、上層； 183~189 

下層出土の土師器杯 ・皿は前II期のものに比べ法量が縮小してはいるものの、形態的にはそ

の名残 りをとどめてお り、 梨の体部最大径は 口径よ りやや大きい。灰釉陶器には、体部内外面

と底部見込みをハケ塗 りし、 底部はヘラケズリするJIIl(180)、ツケ掛けで底部をヘラケズリす
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る椀(177・179)、ツケ掛けで底部は糸切りのままの椀 (178)、無釉の皿(181)などかある。椀

(179)の底部下面には「九」という墨書、皿(180)には、 「不」という 小さなヘラ描きが見ら

れる。

一方、上層出土の土師器杯は、下層のものより法醤か小さくて口縁部のヨコナデの範囲も狭〈 、

形態的にはむしろ後 I期の標式逍構である SE2000出土の杯に近い。梨の体部最大径は口径を

大きくまさり、体部は球形に近い。また体部外面のハケ目は間隔を骰いて施されるもの(189)

もある。

以上の点でSE3690下層出土の土器は、黒笹90号窯式の新しい段階から折戸53号窯式の古い

段階にかけての過渡的な段階に位罹付けられ、上層出土の土器は、これより新しく、 SE2000 

出土の土器よ りは古いと考えられる。

このほか、当調査区からは、緑釉陶器15点、ふいご羽口 4点、須恵器杯の転用硯1点、円面

硯脚部片 1点などか出土している。

(IX)まとめ

今回の調査では、溝の集中する箇所及びその近辺を調査対象としたため、掘立柱建物の検出

は20棟あま りである。建物の時期は大半か奈良時代末期～平安時代初期のものに限られ、平安

時代前期～中期の建物はわずかに 5棟検出し得たのみである。建物の規段は 3間X2間の小規

模な東西棟建物が多く、その多くは 1つの区画内における中心的な官街の建物に対する付属的

な建物と思われる。ただ調査区西端部で検出した大形の柱掘形をもつSB3685、SB 3715は、

調査区外へ延び全体の規投は不明であるか、官街を構成する主要な建物として位罹付けられよ

う。掘立柱建物の柱通りの方向は北で西へ3°-4°偏るも のか多〈 、区画溝の方向とよく揃い、

殿舎の造営か溝と共に計画的であ ったことか窺われる。

一方、区画溝は予想された場所で、 奈良時代末期か ら平安時代末期に至る間に少な〈とも 5

回掘り 直さ れていることを確認した。平安時代中期～後期の溝を追構として明確にし得なかっ

たが、間断なく溝は存続していたものと思われる。しかし平安時代末期の溝SD 1936に至って

は、官街を区画する区画溝としての機能をもった溝とは考え難〈、むしろ建物かないのにこの

時期まで溝のみか地割りの溝として残っていたということか注目される。区画溝の 1つ SD

1935は、この溝の西側を一定の間隔で並走する SD 3705と規松 ・方向 ・形状か似ているところ

から、これらを東西の側溝と考えるならば、道幅13mと、斎宮の中ではかなり幅の広い道路逍

構か想定できる。なお西側溝SD 3705か埋没後は、東側の溝だけが平安時代を通じ区画溝とし

て生き、一時、平安時代初期に道路部分にもいくつか土址が掘られ、道路としての機能を果た

していたか否か定かではないか、平安時代前期以降、この部分は建物の空白地帯となっている

ので、道路であった可能性か強いと考えられる。
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遺物では、特に注目されるものに SK3730出土の「殿司」と墨書された土器かある。 これま

でに斎宮寮官制にみえる主神司以下13司の存在を裏付け、あるいはその場所を比定し得る資料

として第37-4次調査（西前沖地区）で出土の 「水司鴨口」ヘラ描き土器、第34次調査 （西加

座地区）で出土の「寮口」、第46次調査（鍛冶山地区）出土の「膳」などかあったか、今回の

発見はこれらに継ぐものであり、奈良時代末期～平安時代初期の殿司の場所を本調査区（本区

画）に比定する際、有力な資料となろう 。 また出土遺物の中で土師器林• 皿類か多く、 梨類か

少ない点、円面硯、転用硯などの硯類が見られる点などからも、当地区を官街地区として位置

付けられよう 。

以上のように調査次数を重ねるごとに中町地区の実態か次第に明らかになってきている。そ

して今回の調査により、従米宮域西部にあった奈良時代の斎宮か平安時代になり、宮域中・東

部へ移動したという考え方かより明確になり、しかもそれは奈良時代末期まで遡ることが明ら

かとなってきた。また今回検出した大半の掘立柱建物は時期的にみて、多気の斎宮を度会の離

宮に移す（類緊国史 824年）以前の建物とみられ、斎宮が再び多気にも どされた時点 （続日本

後紀 839年）では、当調査区では官街としての明確な遺構は少なく、その中心は、平安時代全

期間を通じ、遺構が間断なく存続する宮域中央部の御館・柳原地区や西加座地区西部に移り、

むしろ当地区はその周辺部に相当していたのではないかと思われる。今後各区画ごとに対比し

なから検討を加えてゆきたいと考えている。
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VI 第 53次調 査

（個人住宅新築等の現状変更緊急調査）

第53-1次調査 6 ACM-P (体育館新設）

斎宮小学校体育館新設にあたり、 1250面の面的調査を実施した。検出した遺構には、奈良時

代の翌穴住居 7 (S B 3770-S B 3776)、土琺 5(S K3787・S K3789-S K3792)、溝 1(S 

D3788)と平安時代前期の土坑 2(S K3781・S K3786)、後期の溝2(S D3782・S D3783)、

末期の掘立柱建物2 (S B3778・S B3779)、土琺 3(SK3777・SK3780・SK3785)、溝

1 (S D3784)がある。SB3778は南東隅に土1広SK3777を伴う 4間X4間の総柱建物で、L

字形に曲がる SD3784はこれを区画する溝と考えられる。このほか、室町時代の遺構として南

北溝SD3369・S D3372・S D3375がある 。 奈良時代の遺物は、土師器杯 • 皿・ 甕 ・普瓦がほと

んどで、わずかに須恵器杯 ・ 蓋等がある 。 平安時代の遺物は末期のものが多く、土師器皿• 小

皿・ 甕、山茶椀等かある。

第53-2次調査 6 ACA-M (中西宅地）

宮域北部の坂本集落南部の畑地で、 112面にわたり調査を実施した。検出した遺構は、奈良

時代に限られ、 前期の竪穴住居 2 (S B3809・S B3810)、後期の掘立柱建物 3 (S B3811-

S B3813)、土坑1(SK3815)、溝1(SD3814)かある。SB3811・S B3812は南に廂をもち、

S B3811・S B3813は柱通りの方向を揃え、ほぽ方位にのる建物である。すぐ近くで実施した

第43-1次調査で出土の「美濃」刻印須恵器と共に 、奈良時代斎宮の存在を考えるうえで貴重

な調査成果かあ った。逍物は、奈良時代土師器、 須恵器のほか、遺物包含層からは飛鳥時代の

須恵器杯蓋も出土している。

第53-3次調査 6 ABE (永納宅地）

坂本集落南部の県道に面する西側の畑地で、東西16m、南北llmの調査区を設定し、180m'

にわたり調査を実施した。検出した遺構には、奈良時代後期の土琺SK3818・S K3819と鎌倉

時代前期～中期の東西溝SD3816・S D3817を検出し得たのみである。奈良時代の土拡からは土

師器杯 ・ 甕 ・ 普K など、鎌倉時代の溝からは土師器猥 • 皿• 小皿・ 三足鍋脚部、山茶椀、片口鉢

などが少量出土している。

第53-4次調査 6ACL-S (田所収納小屋）

斎宮小学校の南西部にあたる畑地で、東西10mX南北7mの調査区を設定し、70m'/こわたり

調査をした。検出した遺構は、奈良時代の土琺SK3822と平安時代末期の溝SD3823のみであ

る。出土遺物は、奈良時代の土師器杯 ・甕、須恵器杯、平安時代の土師器杯、灰釉陶器、近世
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陶磁などがあるか、いずれも少量である。なお、特殊なものに土馬頭部片が出土している。

第53-5次調査 6 AC R (田中倉庫）

宮域南端部、牛葉墓地の北側で、東西 5.5mX南北5mの範囲で調査を実施した。遺構 ・逍

物とも少なく、わずかに調査区北西隅で柱掘形と考えられる小穴を 1つ検出し得たのみである。

第53-6次調査 6 AGO (町道側溝）

宮域東部の通称役場道と呼ばれている町道側溝新設個所に 、幅 1.2m、長さ117m、深さ60

cmをあらかじめ重機で排土した後、部分的に逍構面を確かめた。その結果、掘削面から旧地表

まで40cmあり、さ らに遣構面までは数10cmあるため、調査不可能と判断し、また遺構への影押

は軽微と考えられたので、工事立会いにとどめた。出土遺物はない。

第53-7次調査 6ADD-U (野呂資材置場）

宮域北部、 住宅の密集する篠林地区のあき地で、幅4mと1mの トレンチをコの字形に設定

し、調査を実施しした。調査区南西部は近世の攪乱をうけていたが、奈良時代の溝3 (S D3826 

-S D3828)を検出した。SD3828は幅50cm、深さ35cmで、ほぽ東西軸線にのる。土師器甕・

皿・ 鍋、須恵器平瓶などの細片か出土している。

第53-8次調査 6AGE-O (上田宅地）

宮域の北東隅部分にあたり、これまでの近辺の調査から調査区北側の小道に相当する部分を、

宮域北部を迂回する鎌倉時代の大溝SD5が走るものと予想されてきた。調査の結果、道際で

この大溝の南肩部分と考えられる遺構を検出した。溝からは、平安時代末期から鎌倉時代にか

けての土師器皿・ 甕 • 鍋、 山茶椀などが出土している。

第53-9次調査 6 ACS-0 (浅尾倉庫）

牛葉墓地の北東、第53-5次調査の東側にあたる畑地で、 305m'にわたり面的調査を実施し

た。検出した溝には、奈良時代と鎌倉時代のものがあり、奈良時代では、溝SD3833、円形周

溝SX3830、鎌倉時代では、溝SD3831、SD3832がある。SX3830は、溝幅50cm、周溝の内

径 7mで、底は各所に1Qcm-2Qcmの凹部が認められた。土器の出土はほとんどな〈、わずかに

土師器杯が1点出土している。SD3831は幅80cm、深さ2Qcm-35cmで、ほぽ南北に走る。溝か

ら土師器皿、山茶椀、白磁椀、古瀬戸壺などが出土している。

第53-10次調査 6 ACA-R (西川倉崖）

坂本集落南部の県道に面した東側の畑地で、東西6mX南北5.5111の調査区を設定し、調査を

実施した。検出した追構には、奈良時代末期の土坑SK3835、ピ ット3837、鎌倉時代の浅い溝

S D3836がある。ピ ット3837からは土師器長甕 1個体分が直立した状況で出土した。

第53-11次調査 6 ADR-W (西村宅地）

宮域南端部にあたる牛葉集落南部の畑地で、東西21mX南北17mの調査区を設定し、 363m' 
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にわたり面的調査を実施した。検出した追構には、 竪穴住居1(S83847)、掘立柱建物2(SB

3838・S B 3839)、溝2 (S D3841・S D3850)、土琺 6 (S K3842-S K3844・S K3846・ 

S K3848・S K3849)などがある。 2棟の掘立柱建物は柱掘形の規模は異なるが、南側の柱通

りをほぼ揃えている。S83838の南東隅の柱掘形からは、土師器糊が 1個体直立した状態で出

土した。現在の道路に並行し、建物の方向とも合う溝SD3845は、幅1.2m、深さ40cmで、埋

土には平安時代前期と鎌倉時代の土器が混在している。追物は奈良時代のものか多く、土師器

杯 • 皿・ 椀 ．甕・鉢などがある。

第53-12次調査 6ABL-K (沢納屋曳家）

宮域西部の台地縁辺部にあたる竹川集落北部の畑地で、幅 4mの トレンチを L字形に設定し、

70m''こわたり調査を実施した。検出した逍構は室町時代のものばかりで、土琺 (SK3857)や

溝 (SD3854-S D3856・S D3858・S D3859)のみである。追物は弥生土器2点、土師器皿

の細片が少最出土したにすぎない。

第53-13次調査 6ADQ-L (辻宅地）

斎宮駅南部の畑地で、 東西 7.3mX南北14mにわたり調査を実施した。検出した逍構は、中 ・

近世のものばかりで、鎌倉時代前期の掘立柱建物S83870のほか、溝5(SD3862-S D3866)、

小穴等がある。 S83870は、全体の規模は不明であるが、すべての柱掘形内に扁平な石を根石

として入れる総柱建物である。桁行柱間1.8m、梁行柱間1.7mを測る。このほか調査区北端で

は、南側の 2ヶ所に階段状の入口をもつ防空濠の跡（東西 3.8m)も見つかっている。逍物は、

土師器皿 ・ 甕 • 鍋、天目茶椀、陶磁器などが出土している。

第53-14次調査 6 ACM-0 (体育庫移築）

斎宮小学校の北西隅に東西 8mX南北 6.2mの調査区を設定し、調査を実施した。検出した

遺構には、奈良時代の土琺 3(S K3804・S K3807・S K3808)、溝 1(S D3802)、平安時

代末期の土琺 3 (S K3803・S K3805・S K3806)、溝 1(S D3801)がある。 SK3803から

は、平安時代末期～鎌倉時代初期の土師器皿• 小皿、山茶椀、 山皿などがまとまって出土した。

第53-15次調査 6AFK-C•D (鈴木盛土）

一辺 1m前後の大形柱掘形をもつ掘立柱建物をはじめ、柵、土琺、溝など平安時代前期～末

期に至る各時期の遺構や、多量の緑釉陶器、墨書土器等の遺物が検出された第34次調査の西隣

にあたり、本年度は申請地の東側半分を204面にわたり調査した。検出した逍構には、第34次

調査で検出している掘立柱建物5棟を含め、整然と配匹された平安時代の掘立柱建物10棟 を

確認した。SB1865は初期、 SB 3871-S B 3873・S B 1440-S B 1442・S B 1446は前期、 S

83874は後期、SB3875は末期の建物である。逍物では、平安時代初期～末期に至る各期の土

師器杯 • 皿をはじめ、 灰釉陶器、緑釉陶器の出土も多く 、墨書土器「萬」も確認された。
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VII 調査事務所要覧

I 調査概要

(1)調査事業 19地区 9,584111' 

ア 計画発瑶調査 4地区

第54次調査西前沖地区 1,630111' 

第55次調壺 御館 ・柳原地区 1, 500m' 

第56次調査束裏地区 1, 870m' 

第57次調査 束加座地区 1, 700m' 

イ 緊急発掘調査（個人住宅新築等）

第53-1次-15次調査 2,884m' 

(2) 普及事業

ア 現地説明会の開催

（ア） 第48 - 13次 • 第53-1次発掘調査現地

説明会

日時昭和59年 4月28日午後 1時30分

場所 明和町竹川字東裂地内

調査面栢 2, 090m' 

調査期間 2月20日-5月9日

報 告 山沢義設主森

明和町教育委員会技師中

野敦夫

参加人貝約 120名

（イ） 第54次発掘調査現地説明会

日時昭和59年 7月1日 10時30分

場所 明和町斎宮字西前沖地内

調査面栢 1, 630m' 

調査期間 5月7日-7月31日

報 告福村直人主事

参加人員約 150名

（ウ） 第56次発掘調査現地説明会

日時昭和59年11月3日 11時

場所 明和町竹川字東裏地内

調査面梢 1, 870m' 

調査期間 9月17日-11月22日

報 告倉田直純主事

参加人貝約 170名

（エ） 第57次発掘調査現地説明会

日時昭和60年 2月3日 10時30分

場所 明和町斎宮字東加座地内

調査面梢 1, 700m' 

調査期間 12月17日-2月27日
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報 告倉田直純主事

参加人員約 200名

イ 調査報告購演

（ア） 6月2日 第 4回中世遺跡研究集会

谷本鋭次主査

（イ） 6月26日 松阪市立中央公民館郷土史

購座 倉田直純主事

（ウ） 8月25日 三重県埋蔵文化財発掘調査

報告会 倉田直純主事

（エ） 9月7日 朝日カルチャーセンター

山沢義費主査

（オ） 10月30日 津市ロータリークラブ

佐々木宣明所長

ウ 賓料展示室見学者数

2,000 

1,500 
1,412 

1.224 

980 
1.000 

843 876 

561 

500」 608 482 

閏者½I 4 5 6 7 8 9 10 II 12 I 2 3 

608 2,931 4,754 6.365 1.890 8,675 

閃¥I 2.080 3.713 s.630 1.589 8.193 9.236 

工その他

斎宮跡誂派会

日時昭和59年11月3日 午後 1時30分

場所 明和町中央公民館講堂

演題 「斎宮跡とまちつ〈り」

購師 三重大学助教授 北原理雄



II 予算

斎宮跡保存対策1.r 73,402千円
（単位 ：千円）

こ 歳出
財源内訳

価考
県牝国 'l{

発掘調査jf 32,842 16,842 16,000 
発掘面梢
約 6,700m' 

史跡公有化 公有化而梢

補助金 約 5.4ha 

管理施設
100 100 

設沼補助

保存啓発
500 500 

事 業

維持管理 2,860 2,860 

整 備
2,200 2,200 

計画策定

計 38,502 22,502 16,000 

III 組織規定

三重県教育委員会事務局組織規則抜粋

（昭和43年 4月1日

教育委員会規則 第6号）
最終改正昭和54年 3月31日

教育委員会規則第 6号

第三章 出先機関の組織

（教育事務所及び斎宮跡調査事務所の設附等）

第12条 事務局の事務（県立学校関係事務

を除〈 。）を分掌させるため、出先機関と

して教育事務所及び斎宮跡調査事務所を

置く。

3. 斎宮跡調査事務所の名称及び位囲は

次のとおりとする。

名 称 位附

三重県斎宮跡調査事務所 I多気郡明和町

（分掌事務）

第14条 3. 斎宮跡調査事務所においては

次に掲げる事務をつかさどる。

一、斎宮跡の発掘並ぴに逍構及

び出土品の調査研究に関する

こと。

二、斎宮跡に関する各種森料の

収集調査及び研究並ぴに公開

展示に閾すること 。

三、その他斎宮跡に関すること。

附則（昭和54年 3月21日、教育委

員会規則第 6号抄 ） 
この規則は、昭和54年 4月1日から施行

する。

N 職員

職 氏 名

所 長 佐々木 宣 明

主 査 山 沢義賞

主 査 谷本鋭次

主 事 福村直人

主 事 倉田 直純

事務補助員 森本敦子

＂ 刀根やよい

II 坂 真弓美

＂ 豊 田敏子

V その他

(1) 斎宮跡調査指導委員

O設置要綱

1 . 設罹

国史跡斎宮跡の調査と保存のための整

備にかかる事業の円滑な推進を期するた

め、三重県教育委員会事務局に斎宮跡調

査指＃委員 （以下「委員」という 。）を謹

〈。

2. 所掌事務

委員は、国史跡斎宮跡の調査、保存の

ための整備について、三重県教育委員会

教育長の求めに応じて次の事項を指導 ・

助言する。

(1) 当史跡の瑣柚の調在、検討に関する

こと 。

(2) 当史跡の迎物の調査、検討に閾する

こと 。

(3) 当史跡の文献の調査、検討に関する

こと 。

(4) 当史跡の環境整備の計画、検討に関

すること 。
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(5) その他、当史跡の調査、保存のため

の必要事項に関すること 。

3. 定数等

(1) 委員の定数は、 10人以内とする。

(2) 委員は、考古学、歴史学、建築史学

などに関し専門的知識を有する者のう

ちから三重県教育委員会教育長か委嘱

する。

4. 任期

任務が完了するまでの間とする。

5. 会議

会議は、必要に応じ三重県教育委員会

教育長が招集する。

6. 庶務

会議の庶務は、 三重県教育委員会事務

局文化課において処理する。

7. その他

この要綱に定めるもののほか、委員に

関し必要な事項は、三重県教育委員会教

育長が定める。

附則

この要項は、昭和54年10月19日か ら施

行する。
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O調査指＃委員

氏 名 専攻 現 職

福山敏男 建築史
（国）文化財保護審議会
専門委員

服部貞蔵 考古学
（県）文化財保護審議会
委員

久徳高文 国文学 椙山女学園大学教授

坪井消足 考古学
奈良国立文化財研究所
長

門脇禎二 古代史 京都府立大学教授

楢崎彰一
考古学

名古屋大学教授
陶磁史

早川庄八 古代史 名古屋大学教授

渡辺究 古代史 皇学館大学助教授



昭和59年度所内H誌
自昭和59年 4月1日

至昭和60年 3月31日

月日 内 容

4月5日 昭和59年度史跡地先行取得事業の文化庁ヒアリング （三重県・明和町説明）

11日 斎宮跡地権者の会•• • • •• 明和町役場

13日 斎宮跡環境整備基本構想 （試案）について協議 ( 59年度事業計画 ） • • • • •• 三重大学工学部

16日 斎宮小学校校舎 ・体育館の整備について協議… ••• （文化庁・三重県 ・明和町）

26日 斎宮小学校校舎 ・体育館の整備について協議 （三重大学北原助教授から技術指i!J.)・・・・・・

三重大学工学部

27日 斎宮跡地権者の会（役員会 ） ••••••明和町中央公民館

28日 第48-13次、第53-1次発掘調査 現地説明会 （ 山沢主査 • 明和町中野技師報告）

5月7日 中勢南部県民局地方連絡会議で調査報告 （佐々木所長）

7日 第54次発掘調査開始 （西前沖地区）

9日 第53-1次発掘調査完了

9日 斎宮小学校校舎 ・ 体育館の整備について協議·… • • 明和町役場

14日 斎宮小学校校舎 ・体育館の整備について協議••••••明和町役場

16日 斎宮小学校校舎 ・体育館の整備について協議• ••••• 三重大学工学部

17日 斎宮小学校校舎 ・体育館の整備について協議•• • ••• 三重大学工学部

17日 第53-2次発掘調査開始 （住宅新築）

19日 斎宮跡地権者の会 （役員会）• •• • • •明和町中央公民館

19日 松阪市郷土会で講演 （佐々木所長）

22日 「斎王まつり 」実行委員会

29日 第53-2次発掘調査完了

6月2日 第4回中世遺跡研究集会において報告（谷本主査）

3日 斎宮跡環境整備基本構想（試案）について協議（地権者の会役員の参画 ） ••• •••明和町中央

公民館

11日 斎宮小学校校舎 ・体育館の整備について協議..… • 三重大学工学部

15日 三重県議会議員 「昇和会」斎宮跡現地視察 (12名）

17日 斎王まつり

24日 斎宮跡保存啓発事業 （福井県朝倉氏追跡見学 • 明和町各界代表）

26日 松阪市立中央公民館において講涸 （倉田主事）

7月1日 第54次発掘調査 現地説明会（福村主事報告）

IO日 斎宮跡史跡整備に関する庁内検討会•••••• 県庁

19日 斎宮跡環境整備基本構想（試案）について協議•••••• （三重県 ・明和町・地域環境計画研究会 ）

21日 第55次発掘調査開始（御館・柳原地区）
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月日 内 容

7月30日 斎宮跡保存啓発事業（体験発掘 30-31日）

31日 第54次発掘調査完了

8月4日 斎宮跡史跡内の生活環境整備について協談（三重県 ・ 明和町 ） • • ••• • 中勢南部県民局

9日 斎宮跡史跡内の生活環境整備について協議（文化庁 • 三重県 ・明和町）

13日 第53-3次発掘調査開始 （住宅新築）

21日 中部地区文化振興会議斎宮跡現地視察 (47名）

22日 第53-4次発掘調査開始（収納小屋新築）

23日 第53-3次発掘調査完了

24日 第53-5次発掘調査開始（倉庫新築）

25日 三重県埋蔵文化財発掘調査報告会で報告（倉田主事）

29日 第53-5次発掘調査完了

30日 第53-4次発掘調査完了

9月3日 第53-6次発掘調査開始（町道側溝）

4日 第53-6次発掘調査完了

6日 第53-7次発掘調査開始（資材晋場造成）

7日 朝日カルチャーセンターにおいて購演 （山沢主査）

10日 斎宮跡生活環税整備について協議（三重県 ・ 明和町 ）• •… • 中勢南部県民局

17日 第56次発掘調査開始（束裏地区）

18日 三重県議会（第 3回定例会）で斎宮跡の歴史査料館について一般質問

19日 第53-7次発掘調査完了

20日 知事 ・県議会議長・県教育長へ陳情 （斎宮跡に県立博物館の設置要望） ……明和町

21日 第53-8次発掘調査開始（住宅新築）

27日 斎宮跡調査指＃委員会• •• •••吉田 山会館

29日 第53-8次発掘調査完了

10月3日 第55次発掘調査完了

5日 斎宮跡調査 ・保存に係る事務連絡協議 （三重県 ・明和町）

16日 中勢地区覇等学校教育事務研究会において購演 （佐々木所長）

18日 大規模辿跡調査五県会議… •• • 広島県草戸千軒町逍跡調査研究所

25日 県総務部長斎宮跡現地視察

26日 東海三県自治研究所長斎宮跡現地視察

30日 津ロータリークラプにおいて講演（佐々木所長）

11月3日 第56次発掘調査 現地説明会（倉田主事報告）

3日 斎宮跡保存啓発事業• • • •• •斎宮跡講演会「斎宮跡とまちづくり」講師 三重大学助教授

北原理雄氏 ••• • • •明和町中央公民館
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月日 内 容

11月IO日 文化振興斎宮跡保存促進三重県議員連盟の視察 （平城宮 ・同史跡庭園等）

14日 斎宮跡地権者の会 （役員会 ） ••••••明和町中央公民館

15日 斎宮跡への旅紹介 （朝日新聞 〔夕刊〕）

18日 金剛坂逍跡現地説明会 （県営圃場整備事業）

19日 東京都富士高校修学旅行 （斎宮跡現地見学）

22日 第56次発掘調査完了

22日 第53-9次発掘調査開始 （農業用倉庫新築）

22日 第53-10次発掘調査開始 （農業用倉庫新築）

28日 第53-10次発掘調査完了

30日 第53-9次発掘調査完了

12月17日 1第57次発掘調査開始 （束加座地区）

19日 第53-11次発掘調査開始 （住宅新築）

1月8日 第53-11次発掘調査完了

18日 知事 ・ 県教育長へ陳惜 （ 斎宮跡に県立博物館の設附要望） ••••••明和町

26日 第53-12次発掘調査開始（既設納屋の曳家）

28日 第53-12次発掘調査完了

29日 会計検査院副長斎宮跡現地視察

30日 斎宮跡調査指報委員会 (30-31日）•• … •三重厚生年金休暇センター

2月3日 第57次発掘調査現地説明会 （倉田主事報告）

4日 第53-13次発掘調査開始 （住宅新築）

12日 第53-13次発掘調査完了

15日 中町地区対策委員会• • • •••中町公民館

18日 県立博物館整備に係る庁内検討会•••••• 県庁会議室

22日 第53-14次発掘調査開始 （斎宮小学校体育庫移築）

22日 斎宮跡地権者の会 （役員会 ） ••••• • 明和町中央公民館

23日 竹川・牛葉地区合同役員会••••••竹川地区公民館

26日 斎宮跡地権者の会 （役貝会 ） …•••明和町中央公民館

27日 第57次発掘調査完了

27日 第53-15次発掘調査開始 （盛土）

3月5日 1第53-14次発掘調査完了

6日 作業員見学旅行（大阪）

14 日 I 斎宮跡環境整備基本構想 （試案 ） について協議 （文化庁 • 三重県・明和町 ・地域環境計

画研究会）

20日 第53-15次発掘調査完了

22日 文化審議会…•••吉田山会館

27日 辿跡環境整備担当者会議• • • • ••福井県立朝倉氏咬料館
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掘立柱建物・柵列一覧表

柱間寸法(m)
SBI規模 I棟方向 I桁行(mlI梁行(mlI I I時期

桁行梁行
備 考

第54次調査 (6AFE-N)

3402 -X2 ES'N 4.0 2.0 平安前 SB 3409より古い

3403 3X- E3°N 6.0 2.0 ＂ 
3404 5 X 2 El0S 10.0 4.0 2.0 2.0 ＂ S K 3411より 新しい

3407 3 X 2 El'N 6.3 4.5 2.1 '2. 25 ＂ S B3409より刹fしい

3409 3 X 2 E6°N 6.0 3.4 2.0 1. 7 II SB 3402より新しい

3418 3X- E4°N 6.0 2.0 ＂ 
3423 3 X 2 E3°N 7.2 4.2 2.4 2.1 ＂ 
3426 3 X 2 N3°W 5.4 4.1 1.8 2.05 ＂ 
3440 4X2 N2'W 9.2 4.0 2.3 2.0 ＂ 
3448 (4)X 2 N3'W 5.0 2.4 2.5 II 

3455 (4)X 2 N4°W 5.0 2.3 2.5 ＂ 
3506 -X2 E4°N 4.4 2.2 ＂ 
3494 4 X 2 N1o・w 6.6 3.2 1. 65 1.6 平安中

1886 3 X 2 EO゚ 6.3 4.3 2.1 2 .15 平安後 総認柱、建建物物方、 向第 3•5規和松製企変史で確

3453 (2)X 2 N2°E 4.4 2.1 2.2 ＂ 
3470 3 X 2 E0° 6.9 4.0 2.3 2.0 ＂ 
3471 3 X 2 E4°W 4.8 4.2 1. 6 2.1 ＂ 
3475 4X2 Nl0 E 7.4 4.4 1. 85 2.2 ＂ 総柱建物

3484 4 X 3 NO" 9.6 6.6 2.4 2.2 II 北面 、 束束面面廂I和、柱北1111fii12/和柱田J
2.4m、 .2m

3500 3 X 2 Ns・w 6.0 4.0 2.0 2.0 ＂ 総柱建物

3505 -X2 E3°N 4.2 2.1 2.1 fl 

3523 3 X 2 N0° 4.0 6.3 2.1 2.0 ＂ 総柱建物

1885 5 X 4 E2°N 10.5 6.8 2.1 1. 7 平安末 総認柱、建廷物物方、向第 3・5規次絞郎l査変更で確

1890 3 X 3 E4°N 6.3 5.7 2.1 I. 9 ＂ 
総認．柱、建建物物 方、向第3・5規次閻釈 査変吏で確

3420 2 X 3 E4°N 4.2 5.0 2.1 1. 9 ＂ 北面廂柱間 1.2m

3429 3 X 2 N4'W 5.7 4.2 1. 9 2.1 ＂ 総柱建物

3432 3 X 2 EO゚ 6.9 3.8 2.3 1. 9 ＂ 
3437 N6°W 25.3 2.3 II 柵列

3441 3 X(3) E5°N 6.0 2.0 2.0 II 総柱建物

3442 3 X 2 N9'W 5.4 4.0 1.8 2.0 II 総柱建物

3468 4 X 2 E2°N 8.2 3.8 2.05 1. 9 II 

3469 3 X 2 Nl0W 6.6 4.6 2.2 2.3 ＂ 
3483 4X2 N6°W 8.4 5.0 2.1 2.5 II 

3495 3 X 2 E0° 6.3 4.2 2.1 2.1 II 

3496 3 X 2 N6°W 6.0 4.0 2.0 2.0 ＂ 
総柱建物

3502 3 X 2 N6°W 6.2 4.0 2.07 2.0 II 
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SB 規模 棟方向 桁行(m) 梁行(m)
柱間寸法(m)

時期 備 考
桁行梁行

3504 3 X 2 N6°W 6.2 3.8 2.07 1. 9 平安末 総柱建物

3518 3 X 2 N5°W 6.3 4.6 2.1 2.3 ＂ 
3541 (3)X 3 N6°W 6.3 2.1 2.0 II 総柱建物

3545 (2)X 2 N4°W 4.0 2.1 2.0 II 総柱建物

3457 4 X 3 Nll0W 7.2 6.3 1.8 2.1 鎌倉前 総柱建物、根石をもつ

3464 3 X 3 N4°W 6.0 5.4 2.0 1.8 II 総柱建物、根石をもつ

3474 3 X 2 E5°N 5.6 3.6 2.0 1.8 ＂ 
総束柱面建廂物、根石をもつ

、 廂木主間 1.6m 

3501 3 X 3 ETN 6.0 5.5 2.0 1.83 II 総柱建物

3546 3 X 2 N5'W 5.7 3.8 1. 9 1. 9 II 総柱建物

第55次調査 (6AEN-P)

315 5 X 2 El0 N 11. 7 4.8 2.34 2.4 平安初 第s19次調査でm確裕及認B 1004と

999 5 X(2) E0° 11.6 2.32 ＂ 
南第1面9次廂郎、l査廂柱で確問認1.95 m 

1001 5 X(2) E2°N 12.2 2.44 2.4 ＂ 第19次調森で確認

1004 5 X 2 E0° 12.0 4.8 2.4 2.4 ＂ 
II 

3551 3 X 2 Nl'W 4.8 3.4 1.6 1. 7 ＂ 
3552 3 X 2 NO゚ 7.5 4.6 3.0 2.3 II 南面廂、廂柱間 1.5m 

1002 5 X 3 E6°N 12.1 5.85 2.42 2.35 平安前 」第ヒ面19刊次和(?調)査、r.tuで杞確l'.HJ-認Jl .2m 

1007 3 X 2 E4°N 5.9 3.9 1. 97 1. 95 平安後 I 第 19次調査よ でり新確ー認しS B 1010 s、

1059 5 X 2 E4°N 10.5 4.4 2.1 2.2 ＂ 
第 20次闊査よでり確古 認
SB  1068 し、

3562 3 X 2 N5°W 7.2 4.2 2.4 2.1 II 

3563 3 X 2 E8°N 5.7 3.8 1. 9 1. 9 ＂ 
3564 3 X 2 El0°N 5.4 3.8 1.8 1. 9 ＂ 
3567 (3)X 2 NTW 3.8 1. 9 1. 9 II 

1014 5 X 2 E4°N 10.5 4.4 2.1 2.2 平安後 [I 第19次調査で確認

1019 4X2 E3°N 8.4 4.3 2.1 2 .15 ＂ 
建第物19規次絞調査変更で確認

1022 3 X 2 E6°N 6.4 3.9 2.13 1. 95 II 第19次調査で確認

1023 4X2 E3°N 8.8 3.9 2.2 1. 95 ＂ 
建第物19規次釈調査変更で 確 認

3570 3 X 3 N6°W 5.6 4.7 1.86 1. 56 ＂ 
314 3 X 2 E4°N 6.8 4.25 2.27 2.13 平安末 第 19次調査で確 認SB  1009より t/i・しい

1008 3 X 2 E3'N 6.3 4.0 2.1 2.0 II 建第物19規次松即i査変更て確認

1024 5 X 2 E3°N 10.5 3.9 2.1 I. 95 II 

＂ 
第56次調査 (6ACH-S)

3592 3 X 2 E4°N 6.9 4.2 2.3 2.1 奈良後

3596 5 X 2 N0° 9.1 4.4 1. 82 2.2 II 

3599 3 X 2 N2°W 5.8 4.3 1. 93 2 .15 II 
束匹11llJ.f'生の柑.jffiリカ⇔若こ'―ず
オLる

3608 3 X 2 N4°W 7.4 4.4 2.47 2.2 II SB 3610より新しい

3609 3 X 2 Ns・w 5.8 4.1 1. 93 2.05 II S B3608より 染斤しい

3610 3 X 2 N12°W 5.3 3.4 1. 77 1. 7 II 

3617 2 X 2 Nl0°W 3.5 3.3 1. 75 1.65 ＂ 
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SB 規模 棟方向 桁行(m) 梁行(rn)
柱間寸法(m)

時期 備 考
桁行梁行

3593 (3)X 2 E 14°S 4.2 2.1 2.1 平安後II SB 3596より采斤し い

3628 3 X 3 E4°N 7.2 6.6 2 4 2.2 II 南面廂、廂柱間 2.1m 

3633 3 X 2 E 10°S 7.2 3.9 2.4 1. 95 II 

3639 4 X 3 E7°N 8.8 6.2 2.3 2 .15 II 三面廂建物束面、 北廂柱• 西問面2廂、柱
IUJ1.9m、 .3m

3640 5 X 2 E6°N 11.6 4.2 2.32 2.1 II 

3643 3 X 2 E20'S 5.9 4.2 1. 97 2.1 II 

3627 3 X 3 EO゚ 6.7 6.5 2.23 2.15 平安末 北面廂、廂柱間 2.2m

3629 3 X 2 E4°N 5.8 3.9 I. 93 1. 95 ＂ 
3631 -X2 E3°N 3.8 1. 9 ＂ 
3637 4 X 3 E6°N 8.2 5.9 2.05 1. 97 II 総柱建物、南東隅に土拡

3649 4 X 2 El5°N 9.4 4.2 2.35 2.1 ＂ 
第57次調査 (6A GF-H • l) 

3671 (3)X(2) N2°W 2.0 2.0 奈良後

3670 (2)X- E4°N 2.4 奈良末～
平安初

3672 4 X(2) E4'N 7.7 I. 93 2.5 
＂ 

3675 3X- E6°N 5.4 1.8 ＂ SB 3673より帝斤しい

3683 5 X 2 N2°W 7.9 3.6 1. 58 1.8 II 

3685 -X(3) E3'N 8.1 2.7 ＂ 北面廂、廂柱間 2.7m 

3688 3 X 2 EO゚ 6.0 3.6 2.0 1.8 ＂ 梁行柱間不揃い

3689 3 X 2 E6°N 5.7 3.7 I. 9 1. 85 II S B 3688より 染斤しい

3691 3 X 2 N3°W 5.5 3.5 1.83 1. 75 II 

3692 3 X 2 N3°W 5.8 3.3 1. 93 1.65 ＂ SB 3691より新し い

3693 2 X 2 E3°N 4.4 3.3 2.2 1. 65 ＂ 
3714 -X2 EO゚ 5.3 2.65 ＂ 
3715 (2)X 3 E3'N 7.7 2.4 2.65 ＂ 北面廂、廂柱間 2.4m

3716 3 X 2 E3°N 5.8 4.0 1. 93 2.0 II 

3673 (3)X 2 E4°N 5.6 1.87 1.8 平安前 I SB 3672より 染斤しい

3713 (2)X 2 £6°N 5.9 2.4 2.95 ff 

3674 3 X(2) E4°N 5.7 1. 9 2.0 平安前II S B 3673より新しい

3701 3 X 2 E2°N 5.6 4.2 1. 87 2.1 ＂ 
3699 3 X 2 E2'N 5.4 3.6 1.8 1. 8 平安中

3709 5 X 2 E3°S 8.1 3.8 1.62 1. 9 II 

第53-1次調査 (6ACM-P)

3778 4 X 4 E8'N 9.3 8.4 2.4 2.1 平安末 束滓ij束l{IJ桁11/J!,行に柱S間K3277.71m を伴う

3779 2 X 2 El'N 5.2 4.2 2.6 2.1 ＂ 
第53-2次調査 (6ACA-M)

3811 5 X 3 E2'N 9.0 6.9 1. 8 2.25 奈良後 南面廂、廂柱間 2.4m

3812 (5)X 3 ElO'N 4.65 1. 85 I. 55 II 南面廂、囲柱間 1.5m

3813 -X(2) N1o・w I. 55 ＂ 
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SBI規模 1棟方向 1桁行(m)I梁行(m)I 桁柱~『塁(m)行 i時 期
第53-11次調査 (6ADR-W)

備 考

::::I(:):! I~~:: I 6~I ::: I~:: 
第53-13次調査 (6ADQ-L)

13870 I (4)X(3) I E6°s I -I -I 1.8 
第53 -15次調査 (6AFK-C•D)

2.2 奈 良

2.15 II 

I. 7 三 総柱建物

1865 4 X 2 E2°N 9.5 4.6 2.375 2.3 平安初 第34次調査で確認

1440 5 X 2 E3°N 12.2 5.0 2.44 2.5 平安前 I 第34次調査で確認

3871 3 X(2) N2°W 6.5 2.17 ＂ 
3872 3 X(2) N2°W 6.2 2.07 2.1 ＂ 
3873 3 X 2 E2°N 5.6 3.6 1.87 1.8 ＂ 
1441 5 X 2 E3°N 12.0 4.9 2.4 2.45 平安前II 第34次調査で確認

1442 5 X 2 E3°N 10.5 4.2 2.1 2.1 II II 

1446 3X2 El°N 5.7 3.7 I. 9 1.85 II II 

3874 5 X 2 E3°N 12.0 4.7 2.4 2.35 平安後II

3875 (4)X(2) E5°N 2.1 2.1 平安末
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竪穴住居一覧表

ss1規模(m) I長軸方向 1深さ(cm)I柱穴 1カマ ト1時期

第56次調査 (6ACH-S)

3644 4.8X4.8 N22°E 

3600 5.2X4.5 N 3°E 

3619 3.5X3.2 NO゚

3634 - X3.0 E 14°S 

3660 4.1X4.l Nl2°E 

3584 3.9X - N 3°W 

3591 2.6X2.4 N 2°W 

3595 2.7X2.6 NO゚

3598 3.7X2.8 E20°S 

3605 3.4X3.0 NO゚

3620 2.9X2.8 N 2°W 

3624 2.8X2.2 Nl0°W 

3630 3.6X3.2 E28°S 

3655 2.8X2.6 NO゚

3590 3.6X2.5 E 8°S 

第57次調査 (6AGF-H• I) 

I 3711 I 4 . 3 X 3 . 3 I N 4 • W I 

第53-I次調査 (6ACM-P)

3771 3.7X - N2°W 21 

3774 4.8X - N 6°W 16 

3770 3.8X3.7 E 2°N 15 

3772 3.8X3.0 E 3°N 22 

3773 4.1X3.2 E 3. N 20 

3775 5.6X3.5 N1s・w 12 

3776 4.2X3.l N 8°W 10 

第53-2次調査 (6ACA-M)

3809 I 5. 0 x -I N 0゚ 50 

束壁 飛鳥

奈良前

II 

II 

束壁 ＂ 
奈良中

＂ 
＂ 
＂ 

東壁 II 

北 壁 II 

東 壁 ＂ 
II 

＂ 
北 壁 奈良後

~ 
東 壁 奈良前

II 

北 壁 奈良中

東壁 II 

北 壁 II 

東 壁 II 

＂ 

奈良前

備 考

一部周溝残る

東壁に長さ1.4mの煙道か付く

3810 I 4.8X - I NO O I 25 束壁 I II I S B 3809より古い

第53-11次調査 (6ADR-W)

1384715.0X - I El9°N I 12 ~ 
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斎宮跡発掘次数一覧表

次 年度 調 査 地 区 次 年度 調 査 地 区

1 45 試掘 13-4 51 楽殿2916-2917(松井）

2 46 古里A地区 13-5 II 御館2974-1 (川本）

3 II II B地区 13-6 /1 中垣内 375-1 (南）

4 47 II C地区 13-7 II 束襄 328(小川 ）

5 48 II D地区 13-8 II 西加座2771-1 (細井繁久）

6 -1 II Al、レ ンチ 13-9 II ＂ 2773 (細井国太郎）
6-2 ＂ Bトレンチ 13-10 II 東裏362-1(児島）

6-3 ＂ Cトレ ンチ 13-11 II 西加座2681-1 (浮田）

6-4 ＂ Dトレ ンチ 13-12 II II 2721-3、2724-2(森川 ）

6-5 ＂ Eトレ ンチ 13-13 ＂ 東前沖2506-2 (宮下）
7 49 古里E地区 14-1 52 2Eトレンチ

8 -1 II Fトレ ンチ 14-2 II 2 Fトレ ンチ

8-2 ＂ Gトレ ンチ 14-3 II 2Gトレンチ

8-3 II Hトレ ンチ 14-4 II 2Hトレ ンチ

8-4 II Iトレ ンチ 14-5 ＂ 2 Iトレ ンチ
8-5 ＂ Jトレ ンチ 15 ＂ 斎宮小学校
8-6 II Kトレンチ 16-1 II 竹川町道A

8-7 ＂ Lトレ ンチ 16-2 ＂ 
II B 

8-8 II Mトレ ンチ 16-3 ＂ 
II C 

8-9 ＂ Nトレ ンチ 16-4 ＂ 
II D 

8 -10 ＂ 0トレ ンチ 16-5 ＂ 
II E 

8 -11 II Pトレ ンチ 16-6 ＂ 
II F 

9 -1 50 Qトレンチ 17-1 ＂ 竹•神社社務所

9-2 II Rトレンチ 17-2 ＂ 竹神社防火用水
9-3 II Sトレンチ 17-3 ＂ 西加座2721-6 (西沢）
9-4 II Tトレ ンチ 17-4 II 楽殿2894-1 (中川 ）

9-5 II Uトレ ンチ 17-5 II II 2895-1 (西口 ）

9-6 ＂ 
Vトレ ンチ 17-6 II 出在家3237-3 (吉川）

9-7 ＂ 
W トレ ンチ 17-7 II ＂ 3237-1 (里中）

9-8 II Xトレ ンシ 17-8 ＂ 楽殿2894-1 (西村）
9-9 ＂ 

Yトレ ンチ 17-9 ＂ 東海造機
9 -10 ＂ 

Zトレ ンチ 18 53 6AEL-E・I (下園）

10 ＂ 
広域圏道路 19 ＂ 6AEN-M・N・O(御館）

11-1 ＂ 
西加座2661-1 (山中） 20 II 6AEO-I・J (柳原）

11-2 ＂ 
II 2681-1 (山名） 21-1 II 6AGN-B (鍛治山、中山）

11-3 ＂ 
東前沖2483-2 (前田） 21-2 II 6AFI-D (西加座2711-2、2717-4他山路）

11-4 II 下園2926-9 (吉木） 21-3 ＂ 6AFD-D(西前沖2649-1大西）12-1 51 2Aトレ ンチ 21-4 II 6AFH-F (西1111座2678、2679-3森下）

12-2 II 2 Bトレ ンチ 21-5 ＂ 6AGD-K (束前沖、渡部）
12-3 II 2Cトレ ンチ 21-6 ＂ 6ACA-T (古里3269-2、中西）12-4 II 2 Dトレンチ 21-7 II 6AFE-F (東前沖2631-1鈴木）

13-1 ff 東加座2436-7 (浜口 ） 21-8 II 6AEG-A (楽殿2909-3大西）

13-2 ＂ 
II 2436-4 (中村） 21-9 ＂ 6AED-R (篠林3218-3宇日）

13-3 II 古 里3283 （村上） 22-1 II 6AGU 

-74 -



人
＿2

2
2
2

-2
3
2
4

□

2
5
2
5
2
5

〗2
5
2
5
2
5
2
5
2
6
2
6
2
6
2
6
2
7
2
8
2
9

-3
0
3
1
3
1

〗
〗3
1〗3
1〗3
1
3
1
3
1

〗3
2
3
3
3
4
3
5

-3
6
[
〗3
7
3
7

調在地区 次 I年度

8

9

 

I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I

I
I
I
I
I
I
I
I

I
I
I
I
I
I
 

6
 
5

5

5

 

37373737[3737373738394041

-42424343

>

43
>

43[4344454647

-48484848484848

>>

484848484849505152

-53

座

森

山

）

0

塚

林

jJ

剃

内

GJ

垣

南
）
）
）

A
(
畔
恥
印
麟
紅
釧

1
5釧
”2
7ぃ
晶
ぃ
”
鱈6〗

i
―
樟
国冑
｀
W
料
2
:
•

他
・
沖
垣
B
2

-

）

剛

[

鯛

“

二

鱈

印

a
訓

的

的

1

山

池

衷

襄

6

GuGW
-ELGFD[DRNHKNN[XEVeReGEO6
-B0
pDQOONN
:DECFKPE
-B60QF
M
 

い
い
門
[
m悶

m
ロ
ロ
□
門
口
贔
□
門
い
門
[
ぃ
ぃ
巳
5
い
門
~
“
□
国
国
因
国
因
国
国
□
い
ぃ
豆
ぃ
ぃ
口
国
印
□

調査 地 区

6AFC-G(西前沖2604-7、巾村）

6ABD-A (古里588-2、北藪）

6 AEC-M (1li干2861-2、斎］：公民館）

6ADR-P (木典山128-8、13、14、冨山）

6AGK-E (東加座2355-I、竹内）

6AED-O (楽殿3217-1、渡辺）

6ADN-O (内山3043-3、裔且駅）

6AFH-J (西/JII座2681-1、3、4、渋谷）

6AGK-F(東/m座2385-3、2386-3、竹内）

6ACD-S (塚山）

6ABD-R・S・T(古里）

6AGH-L・M (束加座）

6AGJ-J他 （斎宮地内）

6AEI-D・F(楽殿）

6AEK-A・B (楽殿）

6ADC-C (出在家3235-2、永田）

6ADT-B (木菓山308-1、山本）

6ACP-T (南襄241-1、辻）

6ADS-D (牛築123-3、西山）

6ADE-D (篠林3220-3、協野）

6 AGE (東前沖、町道il¥ll構）

6ABD-F (古里588-6、今西）

6ADQ-H (牛築3025-2、大西）

6ADP-A・B (鐙治山2759-1、他）

6AEG-P・Q (楽殿2904-2、他）

6AGN-C・D (鍛治山2737-1、他）

6ADJ-D・G他（西/JII座、御館，宮之軋上固）

6ACM-M (広頭3385)

6ADP-Q (牛菓3033-1・2、吉田）

6ABL-M(中垣内434-6、西111)

6AGL-B (東前沖2480、倉田）

6AGD-6AFE (東前肌町道!WI溝）

6AGC-A (西前沖3550-1、今西）

6ADT-H (木槃山307、森西）

6ACL-E・F・G (東襄334-15、他）

6AEV-J (鈴池341-1、乾）

6 A DT (牛菓町道側溝）

6AGP-E(緞治山2351-1、2352-I. 榊原）

6AFC-H (西前沖2604-8・9、清水）

6ACM-O (東衷）

6 A ET (牛葉町道側溝）

6ADI-D・U・V・W・X (上園3083、他）

6ACH-H (東展294、297、山本）

6AFF-D(西加座2663-1-4、2664、森下）

6AGF-D (西/Jii座2703、他）

6ACM-P (東襄284、体育館）
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次 年度 調 査 地 区 次 年度 調 査 地 区

53-2 59 6ACA-M (古嬰3280-2、中西） 53-11 59 6ADR-W (木業山131-7、西村）
53-3 ＂ 6 A BE (古里573-2、永納） 53-12 ＂ 6ABL-K (中垣内464-2、ii{)53-4 II 6 AC L-.S (凍浪271-1、日所） 53-13 II 6ADQ-L (牛菓3022、辻）

53-5 II 6 AC R (木薬山97-5、Ill中） 53-14 ＂ 6ACM-O (東襄287-3,体育匝）53-6 II 6 AGO (鍛治山町道1111清） 53-15 ＂ 6AFK-C・D (西加座2721-I、鈴木）53-7 ＂ 6ADD-U (篠林3147-3、野呂） 54 II 6AFE-N (西前沖2630、他）
53-8 II 6AGE-O (東前沖2470-2、上田） 55 II 6AEN-P (柳I恥御館2785-I , 他）
53-9 ＂ 6ACS-O (木葉山95-2、桟尾） 56 II 6ACH-S (東易f289-I、他）

53-10 ＂ 6ACA-R (古里3267-I、西Iii) 57 ＂ 6AGF-H・l (東11"座2441、他）

三重県遺跡標示一覧表

時 代 種 別 と 地 区

゜
A 国 郡 衛 K 北 勢 T 伊 勢 城

1 先縄文 B 伊 勢 土寸・ L 中 勢 墳 u 志摩熊野 砦
2 縄 文 C 志摩熊野 M 南 勢 V 伊 賀 館

3 -り』,／J; 生 D 伊 '只"' 院 N 志 摩 w 記 念 物

4 古 墳 E 北 勢

゜
ム！北’ヒ’‘ 野 ol'1''s , X ブ又て 通

5 飛 鳥 F 中 勢
某
P 伊 ヵ只" y 

6 #/jゞヽ 良 G 南 勢 Q 伊 勢 製 z そ の 他
7 平 安 H -,-t.:,, —- • ヽ 摩

落
R 志摩熊野 造

8 鎌 ＾ 居

I 熊 野 s 伊 '只'" 所， 室 町以 降 J 伊 ty-J. m 
址
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（付篇）

斎宮跡の土師器

昭和 60年 3月 20日

三重県斎宮跡調査事務所

斎宮で出土する飛鳥～平安時代の土器は、 90%以上か土師器で、おもな器種には、杯、

皿、椀、高杯、鉢、盤、 壺、鍋、 製、甑、カマドなどかある。ここでは、これらのうち、

最も出土量か多く、しかも 比較的保存状態の良好な杯 • 皿類の形態、調整法、色調、胎土

の変化に注目し 、これをメルクマールとして、良好な一括資料とみなし得る各辿構出土土

器の編年を試みたい。

なお、その実年代については、目下、斎宮では、木簡の出土は 1点もなく、また、墨書

土器や文献上の記事から例証でき得るようなものも数少ないため、共伴する猿投窯、美濃

窯などの須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器や、瀬戸窯、常滑窯、渥美窯などの山茶椀の年代観

を参考とする一方、平城京や平安京など先進地域における研究成果との対比によるところ

か大きい。

土師器の時期区分については、従来奈良時代を前半、後半の 2時期に、平安時代を初頭、

前半、中葉、後半、末葉の 5時期に分類してきたか、今回新たに奈良時代中期を設け、平

安時代前半と後半をそれぞれ前 I期、前II期、後 I期、後II期の 2時期に細分した。また、

後半、末葉と いったあいまいな語句をやめ、すべて期という 呼称を用いるこ とにした。従

って奈良時代は、前期、中期、後期の 3期に、平安時代は初期、前 I期、前II期、中期、

後 I期、後II期、末期の7期に分かれる。以下各期の土師器の様相について述べることに

する。

(1) 飛鳥時代の土師器

奈良時代以前に遡る土器か宮域西部の古里、 中垣内、東裏地区などで検出される翌穴仕



居や土拡からわずかではあるが出土している 。 おもな器種には、土師器杯 • 皿 ・ 椀 • 喪 •

台付杯• 台付皿 ・蓋 • 高杯・把手付壺、須恵器杯薔 • 無台杯身などかある。しかし出土土

器の大半は、土師器猥類であり、 他のものは量的に少な〈、保存状態も悪いため、この時

期の明確な土師器杯 .l[IJ類の特徴を把握するまでには至っていない。む しろ供膳土器では、

杯よりも径12cm前後で暗褐色や茶褐色を呈する祖製の椀が主体的である。これは、 比較的

胎土の良い明茶褐色や赤褐色を呈する杯• 皿に比べ、胎土に砂粒を多く含み、しばしば粘

土ひも巻き上げ痕跡をとどめる通称“いなか風椀＂と呼んでいる一群である 。甕は、胴の

長い長甕と、体部かずんぐりとした球形の小形甕、口径の割に器高の低く、体部か扁平な

鍋に近い甕かある。器面の調整は、外面を細かいハケメ調整し、内面は体部上半を横方向

のハケメ、下半を縦にヘラケズリするものか一般的である。また 口縁端部に面をつくるも

のもみられる。

この時期の標式土器として、 SB1615 (第30次調査） ・SX2735(第45次調査）・SK 1255 

（第27次調査） ・SK2120 (第36次調査）出土のものかある。共伴する須恵器では、杯蓋に

返りのあるものか見られる点、無台杯身か2種類に分化していない点などから猿投窯編年

の岩崎41号窯式に相当するものと考えられ、 SB 1615出土土器はこの中でも一番古手に厩

するものと考えられる。

(2) 奈良時代の土師器

0前期の土師器 古里地区から宮域中央部まで確認されている大溝SDl70出土土器、第

33次調査で検出の井戸SE 1800埋土最上層出土土器、第49次調査で検出の土拡SK3000出

土土器を標式とする。共伴する須恵器は猿投窯編年の高蔵寺2号窯式に相当するものと思

われる。

土師器杯• 皿とも平らな底部にやや内弯気味に立ち上かる口縁部から成り、口縁端部は

丸く終わるものと 、内側に丸く肥厚するものかある。いずれも明茶褐色や赤褐色を呈する。

なお SE1800とSK3000 出土の土師器杯•皿の法量を比較してみると大形の皿は、口径19.5

cm-22. 5cm、深さ2.4cm-3.1cmの間におさまり、底部をヘラケズリ し口縁部を横なでする

b手法で調整されるなど両者ともはほ共通しているが、杯では、 SE1800出土のものかほ

とんど口縁部内面に放射状暗文、底部に螺線暗文を施し、 b手法で調整され、中には外面

をヘラミガキするものか見られるのに対し、 SK3000出土の杯は、暗文を施すものは少な

＜底部のヘラケズ リが口縁部下半まで及ぶものか多い。また法量においてもSE1800出土

の杯は口径12.4cm-16. 6cm、器高3.Ocm-5. 2cm、SK3000出土の杯は、口径15.2cm-18 .6 

cm、器高3.0cm -4. 2cmと、 SK3000の杯の方が全体的に 口径か大きく、その割に器高は低

い。この傾向は、粗製の椀についてもあてはまる。このほか SK3000出土の皿の中に口径

14 . 6cm -15 . 8cm、器高2cm前後の小形の皿が認められる点、 SE1800出土の須恵器杯蓋に

返りの名残りが認められるものがあるなど、奈良時代前期の中でも SE 1800出土土器の方

か古く 、SK3000出土土器の方か新しい要素をもっているものと思われる。 1他は前代に引



き続き、法量、器面の調整とも大きな差は認められない。

0中期の土師器 第21-1次調査で検出の土拡SK 1098、第35次調査で検出の土拡SK

1970出土土器を標式とする。いずれもトレンチ調査であ ったため、完掘できなかったか、

多量の土師器、須恵器が出土している。特に SK 1098からは、整理箱で25箱分の出土墨か

あり、須恵器杯 ・盤 ・ 椀 ・ 蔽 • 高杯 ・ 快、土師器林 •皿· 盤 ・ 椀 • 薔 • 高杯 ・猥等、 比較

的豊富な器種か揃っている。共伴する須恵器は、猿投窯編年の岩崎25号窯式に相当するも

のと思われる。また、須恵器杯蓋の中に紐部か頂部平坦で断面逆台形状を呈するものかあ

り、これは平城宮第III段階に見られる特徴的な蓋とされているものである。

土師器杯は、前代同様口径13.6cm-19.8cm、器高2. 3cm -4. 5cmの様々の法量のものが認

められるか、口径に対する器高の割合が前代の杯に比ぺ全体的にやや減じるようである。

器面の調整は底部から 口縁部下半にかけヘラケズリするもののはか、外面全面をヘラケズ

リする c手法調整のものも若干みられる。土師器fill.は、前代同様 b手法か主体的で、法量

における大きな差はない。中には、底部内面に螺線暗文を施すものや、外面をヘラミガキ

するものか認められるか量的に少ない。

0後期の土師器 第28次調査で検出の土拡SK1291出土土器を標式とする。共伴する須恵

器は鳴海32号窯式から折戸10号窯式の古い段階に相当するものと思われる。

土師器杯は、この時期から底部と口縁部の境か明瞭になり、口縁部が直線的に外へ開く

ものや、口縁部か外反し、端部はやや内弯気味となるものか現われる。また、法醤ではロ

径14cm前後のものと 18cm前後のものに大小の区別が明確化してくる。器面の調整は 口縁部

を横なでし、底部のみヘラケズリする b手法である。ちょうど平安時代に盛行する杯に型

式的につなかるその崩芽段階のものであると考えられる。

土師器皿は口径17cm-18cm、器高2.0cm -2 . 5cmのものか多く、前代までのように口径20

cmを超えるものは、ほとんど見られな〈なる。口縁部の形態は、前代までの皿のように内

弯気味に立ち上かるものと、新たに、林の口縁部形態に対応して、外反しさらに端部かや

や内弯するものが現われる。器面の調整は口縁部を横なでし、底部は指先でなでつける e

手法である。以上のように、杯の調整法や皿の形態に奈良時代的なものを残しなからも、

杯の形態や杯• 皿の法罰ではむしろ平安時代的てあり、ちょうど杯 • 皿か大きく変化する

その過渡的な段階のものであろうと思われる。

(3) 平安時代の土師器

0初期の土師器 第34次調杏の土拡SK1445出土土器を標式 とする。出土土器の大半は土

師器杯 • 皿類であり、少量の土師器高杯 ・ 甕 • 鍋 ・鉢 ．甑、須恵器杯 ・巖盤 ・蓋か伴う。

このはか小形円面硯や「大」 「万」 「萬」 「寮口」 「年平」 「秋」など10点の墨書土器も

ある。

共伴する須恵器は狼投窯編年の折戸10号窯式 （井ヶ谷78号窯式も含める）の範Ill焉でとら

えられる。



土師器杯は、前代のSK 1291にその萌芽が見られたように口縁部か外反する平安時代的

なタイプの杯 (Aタイプ）と、底径か小さく長めの口縁部が外方へはほまっすぐに開く椀

に近いタイプのもの (Bタイプ）と、口縁部か内弯気味に立ち上かる奈良時代的なタイプ

(Cタイプ）の 3者かある。杯の大部分は前の 2者で、両者はほぼ同数である。 Aタイプ、

Bタイプの杯とも口径が12.4cm-12.8cm、13.0cm-13.4cm、15cm以上の3つに分類でき法

量の規格化か進んだものと思われる。Bタイプの杯には、口径llcm以下のものもある。C

タイプの杯は口径16.Ocm-18. 6cmと大形で、内面に間隔の粗い放射状暗文や螺線暗文を施

すものか多い。暗文はBタイプ杯にもこ〈稀ではあるか、口縁部に放射状暗文や格子目暗

文が認められるものがある。器面の調整は、 Aタイプ、 Bタイプはすべて底部外面を指先

でなでつけ、口縁部を横なでする e手法で、 Cタイプは e手法のはか、 b手法や c手法も

若干見られる。台付杯はこのCタイプの杯にのみ高台か付けられる。

土師器皿も杯と同様に Aタイプの杯と同形態の口縁部を有する皿 (Aタイプ）、底部と

ロ縁部との境か明瞭でな く断面弓状となり、口縁端部の上方に平坦な面をつ〈るもの (B

タイプ）、平坦な底部に内弯気味に立ちあかる口縁部からなる奈良時代的な皿(Cタイプ）

の3者がある。 Aタイプの皿は口径16cm-17cm、器高 2. 0cm -2 . 4cm、Bタイプの皿は口径

15. 6cm-17 .6cm、器高2. 2cm -2 . 4cmと両者の法量は似かよ ってお り、器面の調整も、 b手

法で調整される口径24cmのAタイ プの大形皿1点を除き、 他はすべて e手法である。 Cタ

イプの皿は、口径16.2cm -17. 6cm、器高2. 4cm -2 . 8cmのものと 口径21cm前後のものかあり、

前者は e手法で調整され、後者は b手法で調整される。間闊の粗い放射状暗文や螺線暗文

の認められるものも多い。奈良時代の名残りをとどめているものと思われる。

土師器猥 • 鍋 ． 鉢の外面の器面調整はこの時期には、確実に体部上半を縦方向にハケメ

を施し、体部下半から底部をヘラケズリするものが認められ、以後この調整の仕方か主流

を占めるようになる。

このほか高杯脚部が最も長大化するのもこの時期のようである。

0前 I期の土師器 第20次調査で検出の土砿SK1045出土土器、第44次調査で検出の土拡

S K 1424 出土土器を標式とする。いずれも多量の土師器杯 • 皿のはか、様々な器種の須恵

器、灰釉陶器、緑釉陶器、黒色土器などの供膳土器か伴っており、その出土状況は、祭祀

に関係した土器の一括廃棄と見なし得るものである。共伴する灰釉陶器は、猿投窯編年の

黒笹14号窯式に相当する。

土師器杯.illlはこの時期から形態、調整法において奈良時代的な要素をもつCタイプの

ものが消え、それぞれ前代のSKl445で見られたAタイ プ、 Bタイプのも ので構成される

ようになる。また器面の調整も b手法や c手法は見られなくなり、すべて e手法に統一さ

れる。杯の法量は前代のものとほぼ変わらず、Aタイプ、 Bタイプの杯とも口径の大きさに

より少なくとも 4つに分類可能である。また比較的大形品であったCタイプの杯はBタイ

プの杯に同化されたものと考えられるのでBタイプの杯の中に量的に多〈はないが口径17

cm前後の大形品も見られる。一方皿の法量はAタイ プの皿か口径16cm-17cmと前代のもの



と変化はないか、 Bタイプの皿は口径14cm前後のものか主流で、前代に比べやや縮少傾向

にある。また皿の中に口径20cmを超える大形品は、 この時期から見られなくなる。

0前II期の土師器 第51次調査で検出の土拡SK3127出土土器、第44次調査で検出の土拡

S K2650出土土器を標式とする。共伴する灰釉陶器は猿投窯編年の黒笹90号窯式に相当す

る。なお SK3127出土の灰釉陶器は黒笹90号窯式と黒笹14号窯式の新しい段階のものが混

在しており 、 土師器杯 • 皿も前 I期に近いものである。従って本時期はさらに少なくとも

2時期には、細分可能である。SK2650出土土器は、祭祀に伴う一括廃棄の土器と考えら

れ、下表のごと〈多量の土師器杯・ 皿のほかあらゆる種類の土器が網羅されてお り、この

時期の基本査料となっている。

土師器杯 • 皿は前代同様Aタイ プと Bタイ プがあるか、器壁は 4mm前後と 全体的にやや

涸〈仕上げられ色調は淡褐色や橙褐色を呈するものか多い。またAタイプの杯は、口縁部

か大きく外反するのみとなり、口縁端部の内弯は見られない。調整の省略化が進んだもの

と思われる。Bタイプの杯も前代のものに比べ外傾度か大きい。

器面の調整は、 Aタイプ、 Bタイプの杯 .Jlllともすべて e手法であ る。口縁部外面の横

なでの範囲は、 SK3127出土のものでは器高の告はどまで及んでいるのに対し、 SK2650 

出土のものは、器高の約告までしか及んでおらず、 SK3127出土の杯の方が明らかに古い

要素をもっている。杯の口径はAタイプのもので14cm前後、 16cm前後の2つに、 Bタイ プ

のものでは13.5cm前後、 15cm前後、 17cmを超えるも のの 3つに大別され、 口径12cm-13cm

の小形品はなくなり、これまで細分傾向にあ った法量かこの時期を境として次第にまとま

る傾向にある。この点について詳し〈は論じ得ないか、黒笹90号窯式の灰釉陶器か普及す

るにおよんで、土師器・ 須恵器を主体とした食膳形態から新しい食膳形態に変化したこと

と対応するのではないかと考えられる。

土師器皿も同様にAタイプのもので口径15.5cm前後、 Bタイ プのもので口径14cm-15cm

にまとまりつつあり 、前 I期のものに比べて全体に法量が縮小傾向にあ る。暗文は、ごく

わずかではあるかBタイプの杯やこれに高台をつけた台付杯と大部分の黒色土器椀に認め

られる。

土師器梨は球形の体部と小さく外反する短い口縁部から成り、口縁端部は上方につまみ

S K 2650出土土器の構成
j師器 ,n恵器 '.I.! 色こI器 I火 ~llf>J 柑恰 u序\11!!,J~森

杯・11ll 約15,000 ｛店j台無 8] 23 椀 A14 椀 32 椀 21 杯
莉杯 ， /.)jf;./i 15 碗 B I 皿 12 悛椀 6

｛刷 Lそ 6l 皿 3 llII flt IIll 8 二彩椀 6 
壺

胎1JL 22 23 
15,056個 41個 26個 62個 I 53個｛店II.無4] 小瓶 l J.J. llll I IIll JI 
(98 8%) 杯益 5 (0 3%) (0 2%) (0 4%) (0 3%) 

｛森台無 13l 18 Ill イf I # 3 艮ll/1;/:, 5 f支 llll 4 
鉢
甜台1i 5 壺必 ,:':, 必 I ~il'/! 泣;. I t袋 1111 2 

位 閻杯 風'i硯 l 小 llJ(2 ll Illl l 

1, :•, 壺 益 I 晦壺 l
>l> n, 瓶 1

稔数 15.238個



あげられ、やや肥厚する。器高22.4cmを測るやや胴の長い糊は、奈良時代から続く 長梨の

最末形式と考えられる。

0中期の土師器 折戸53号窯式に相当する灰釉陶器か共伴する土師器をこの時期のものと

考えているか、斎宮では、この時期に相当する遺構 ・遺物が極端に少なく、標式となり得

る良好な一括資料は今のところ見つかっていない。敢えてあげるならば第51次調査の井戸

S E 3134出土土器がこの時期に相当する。土師器杯は口径13.0cm-14.4cm、器高 2.2cm-

3.6cmで、前代のものに比べさらに縮小化は進み、大形のBタイプの杯を除くと A、B両

タイプの区別が不明瞭となる。また口縁部の外反も弱く横なでの範囲もせまくなり、白 っ

ぽい色調を呈する杯• 皿も見られる。

なお斎宮外ではあるがSK2650出土土器に直接続くと考え られる良好な一括資料か多気

郡多気町カウジデン遺跡の溝SDl4から出土している。ここでは口径13.0cm-14.8cmの明

褐色を呈する土師器杯、口径19.8cm、器高 4.5cmの大形で深いBタイプの杯、口径14cm-

15cmのAタイプの皿かある。また 1点ではあるか、杯に放射状暗文と螺線暗文を施すもの

がみられ、暗文の下限を一応この時期ぐらいに考えている 。 灰釉陶器杯 • 皿は、体部下半

から底部をヘラケズリしたのち高台を貼りつけ、灰釉をツケガケするものであるか、 皿に

はハケヌ リするものも若干認められている。従って灰釉陶器は折戸53号窯式の中でも古い

段階に属するものと思われる。SE 3134出土の美濃窯産と思われる灰釉陶器椀• 皿も体部

下半から底部をヘラケズリし高台 を貼 りつけ、灰釉をツケガケするものであるとこ ろから 、

S E 3134出土土器は、 SDl4出土土器とはは同時期に位置付けられよう 。

0後 I期の土師器 第31-4次調査で検出の井戸 SE2000出土土器を標式とする。共伴す

る灰釉陶器の中に大形の深椀かあり、 猿投窯編年の東山72号窯式に相当するものと思われ

る。

土師器杯は、法量の縮小化か増々進み、口径13cm-14cmとこれより 一国り 小さい口径10

cm- 1 2cm のものかあり、杯• 皿の区別が不明瞭となる。口径10cm-12cmの杯はむしろ小皿

と呼ぶべきものであろう 。また SE3134まで系統のたどれた皿は、この時点で完全に姿を

消している。胎土は、まだ比較的良好で、黄褐色や白味かかった褐色を呈するも のが多い。

一方、この時期から新しくロクロ製土師器か登場する。おもな器種に底部に糸切り痕をと

どめる椀（ 口径14cm前後）、小皿 （口径9. 4cm -11 . 4cm)、そしてこの小皿に高台をつけた台

付小皿かあり、非ロクロ製のものに比べ胎土は緻密で、作りはていねいである。このほか

非ロクロ製の台付椀（ 口径14cm-16cm)や浅い皿部に高い高台のつく台付皿、台付小皿も

前代にははとんど見られなかったものである。なお台付椀は、カウジテン遺跡のSDl4出

土土器の中に大形で深い椀部に低い高台のつくものかあり、台付椀の上限はここまで遡る

ものと考えている。

土師器猥は、球形の体部にくの字形に曲かる口縁部かつき、口縁端部は内側へ折り曲げ

られてやや肥厚する。体部外面の調整は、上半部を縦方向に全面ハケメを施すもの、間隔

を置いてハケメを施すもの、ハケメを施さないものかあり、調整が簡略化されつつある。



体部下半はヘラケズリされるのか通例である。なお、体部上半部を間隔を置いてハケメを

施す例は、既に前代のSDl4出土土器の中に見られる。

0後II期の土師器 第32次調査の土拡SK 1730出土土器、第20次調査の土拡SK 1074出土

土器を標式とする。共伴する灰釉陶器は、猿投窯編年の百代寺窯式に相当するものと考えて

いる。

土師器杯 • 皿には ロクロ製と非ロクロ製があり、ロクロ製の占める割合か前代に比べ増

加している 。 ロ ク ロ 製の土師器には、 小皿• 台付小Jill. 台付大皿のほか擬高台風に底部か

糸切りされた大小の皿、最末型式の灰釉椀を模倣したと 考えられる椀かあり、非ロクロ製

の土師器には、杯 •小皿• 台付皿 • 台付小皿 • 大形で深い杯がある 。 胎土は、ロクロ製の

ものに比べ、砂粒か多く、器壁も 4mm-6 mmと前代のものに比べやや厚手である。色調は

両者とも白味を帯びた淡茶褐色を呈するものか多い。

この時期におよんで、口縁部か外反する Aタイ プの杯は完全に姿を消し、従来の杯の系

統をひ〈と考えられるものでも、器高か減じて浅いものは皿と見なされ、杯 • 皿の区別か

いよいよ困難な状況である。なお杯（皿）の中には、底部の厚さに比べて口縁部が若干肥

厚し、 口縁端部のみ横なでされる新しいタイプの杯（皿）も見られ、このタイ プか次のS

D3052出土の皿につなが ってい〈ものであ る。 土師器製は、全体をうかかえるものは

出土していないか体部外面のハケメはこの時期には施されないものと思われる 。

O末期の土師器 第50次調査で検出の溝SD 3052出土土器を標式とする。共伴する 山茶椀

は瀬戸窯山茶椀編年のII段階第4型式に相当するものと思われる 。

ロ ク ロ製土師器には、皿 • 小皿 • 台付小皿かあり、非ロクロ製の皿・ 小皿と法巌がはぽ

一致する。皿は口径15cm前後、器高2cm-4 cm、小皿は口径9cm前後、器高 1,5cm前後で

ある。台付小皿は口径9cm、器高4cmで，皿の部分は小皿に比べて浅〈 、高台部分は、ロ

径の割に高い。ロクロ製の土師器は、淡い茶褐色を呈するものが多く 、胎土には細砂を含

む。一方、非ロクロ製の土師器杯・皿は全て口縁部のみを横なでするもので、横なでの下

端部分か突出するように肥厚するのかこの時期の皿の特徴である。白っぽい褐色ないしは

茶褐色を呈し 、胎土に細砂を含む。またしばしば枯土紐巻上げ痕跡の見られるものもある。

(4) まとめ

以上のように斎宮で出土する飛鳥時代から平安時代にかけての土師器の様相、特に杯・

皿の変遷について11期に区分し概観してきた。そこで各期の年代観について各地で想定さ

れている土器編年の年代観と対比しなから、私案を示しまとめとしたい。

まず奈良時代以前のSB1615・SX2735・SK1255・SK2120出土土器は 7世紀後半に

奈良時代では前期とした SD 170・ S E 1800・S K3000を8世紀前半、 中期のSK1098・ S 

Kl970を8世紀中頃に 、後期のSK1291は8世紀後半頃を考えている。そして平安時代で

は、初期とした SK1445を8世紀末-9世紀初頭に、前 I期としたSK1045・SK1424は、

黒笹14号窯式の灰釉陶器を共伴し猿投窯編年ではこれを 9世紀後半に位置付けているか、



土師器杯 .Jlllは、 SK1445のものと形式的に連続するものと考えられ、また SK 1445とS

K 1045・S K 1424の間を埋める土器も見つかっていないところから、時期は若干遡り 9世

紀前半-9世紀中頃を考えている。前II期とした SK3127・S K2650は、いずれも黒笹90

号窯式の灰釉陶器を共伴するか、先述のように灰釉陶器や土師器杯 • 皿の形態から SK

3127→ S K2650の順か考えられ、 2時期に細分が可能である。時期的には、 9世紀後半～

10世紀初頭頃を考えている。これに続く中期の SE 3134は、 10世紀前半-10世紀中頃に、

東山72号窯式の灰釉陶器を共伴する平安時代後 I期とした SE 2000は、猿投窯編年から11

世紀前半に位置付けられる。このように考えてくると折戸53号窯式の新しい段階に相当す

る10世紀後半か斎宮では空白となる。斎王制度そのものは断絶はないのに、この時期を埋

める逍物かはとんどないというのは、いかに考えればよいのであろう。 SE 2000とはほ同

時期と考えられる第 8-4次調査 (Iトレンチ）で検出の土拡SKl90出土土器はすべて

火災にあった一括土器であるところから、仮りにこれか天元4年(981)に斎宮寮雑舎13宇

焼けるという日本紀略の記事に対応するならば、SE2000は11世紀を遡る可能性も十分あ

り得る と考えられる。次の平安時代後II期とした SE1730・SK1074は百代寺窯式に相当する

灰釉陶器を共伴しており 、11世紀後半に、平安時代末期とした SD3052は12世紀中頃を考

えている。
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図版



PL 1 

第55次調査全景（南西から）

第56次調査全景（東から）



PL2 

第57次調査全景（上空から）

第57次調査全景（東から）



第54次調査 PL3 

全



PL4 第54次調査

南部全景（東から）

南西部全景（北から）



第54次調査 PL5 

S B 3440• S B 3494・S D 3507• S D 1903• S K 3497 (南から）



PL6 第54次調査

S 83457• S K3503 (南から）

SE1904 (西から）



第54次調査 PL? 

S X 3428 (南から）

S K 3515 



第55次調査

.,._,_ 

西部全景（北から）



第55次調査

S B 3552• S D 3553• S K 3555~S K 3557 (オt力‘ら）
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第56次調査 PL 13 

5B3605 • 5B3608• 5B3609• 5B3610 (~ ヒカ‘ら）

SB 3605 (西から）



P L14 第56次調査

S B3617 (~t ヵ‘ら）

"11'--i;;: ―--...._.,... 
-:: -
一・-ヘ

S K 3597• S B 3598• S 8 3596 (オヒカ‘ら）



第56次調査 PL 15 

5B3592(西から）

S B 3630• S B 3628• S B 3629 (東から）



PL 16 

一—`—-— 
慶ヽ・-----~ —- , __ 

• 

SB 3639 (オヒカ‘ら）

S B 3637• S K 3638 (西から）

第56次調査



第57次調査 PL 17 



PL18 第57次調査

S 83688・S 83689 (~t: カ‘ら）



第57次調査 PL 19 

S B3714• S B3715 (オヒカ‘ら）
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p L20 第57次調査

S B3716 • S K3712 (東から）

S B3699• S B3701• S K3697• S K3698 (~ ヒカ‘ら）



第57次調査 p L21 

S B 3709• S K 3707• S K 3708 (東から）

S E 3690 (北東から）



p L22 第53次調査

ら.--1 . 

; :.. 1~: ~.. 一
第53-1次 (6ACM-P)調査（北から）

第53-2次 (6ACA-M)調査（南東から）



第53次調査 P L23 

第53-3次 (6ABE)調査（西から）

第53-4次 (6ACL-S)調査（西から）



p L24 第53次調査

第53-5次 (6ACR)調査（東から）



第53次調査 P L25 

'.>.. 

第53-8次 (6AGE-O)調査（西から）

第53-9次 (6ACS-0)調査（西から）



p L26 第53次調査
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第53-11次 (6ADR-W)調査（西から）



第53次調査 P L27 



P L28 第53次調査

~ ,. , 

・.. ヽ、 ~d~心:--... ~ 
｀ゞ..ill-. ----. -•. 一....:.・ ・"' 
(6 ACM-0)調査（東から）

心

第53-15次 (6AFK-C•D) 調査（南から）
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